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         午前９時５７分  開  議 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      皆さん、おはようございます。 

      まだ定刻には早いんですが皆様おそろいですので、本会議を再開したいと思います。 

      ただいまから本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

                                            

         日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      本日の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、14番髙平聡雄君、及

び15番堀籠日出子さんを指名します。 

                                            

         日程第２「一般質問」 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      日程第２、一般質問を行います。 

      きのうに引き続き順番に発言を許します。 

      ２番今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      皆さん、おはようございます。きょうもよろしくお願いします。 

      それでは、通告に従いまして一般質問を始めさせていただきます。 

      大和町の公共施設等管理計画について質問いたします。 

      ３月議会の全員協議会において提出されました大和町公共施設等総合管理計画

（案）について、町長にお伺いします。 

      １）大和町公共施設等総合管理計画の中には、個々の管理計画が記されていません

が、施設ごとの改修や整理などの計画はできているのでしょうか。さらに、更新、改

修の優先順位を決めるとあるが、現在は改修の順番などは決まっていないのでしょう

か。 
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      ２）本町は低人口密度のためインフラ資産の更新に要する費用は大きいものとなり

ます。コンパクトシティのように居住区を集中させるようなインフラ整備の軽減を図

る計画はあるのでしょうか。 

      ３）公共施設の延べ床面積を平成58年度までに10％縮減させる目標を掲げてござい

ますが、その中でも新たな施設の計画は重要であると考えます。吉岡小学校の建てか

えや町民からの要望も高い図書館の建設など、人口３万人の町にふさわしい施設の建

設を進める必要があると思われますが、町長のお考えはどのようなものでしょうか。 

      以上、３点をお聞きいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      おはようございます。きょうもよろしくお願いします。 

      それでは、ただいまの質問でございますけれども、大和町の公共施設等総合管理計

画に関するご質問でございました。この計画の策定の背景には、平成26年４月に総務

省から各地方公共団体に向けまして公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進する

ための計画の策定要請、これは平成26年の４月22日付総務大臣の通知でございますが、

その要請が発出され、策定の指針が示されたことによるものでございます。高度経済

成長期に建設され、今後大量更新を迎えるインフラを含む公共施設等について、長期

的な視点から管理の方針や目標を定めることを目的としたものでございます。 

      最初に、施設ごとの管理計画に関するご質問にお答えいたします。前出のとおり、

前に申し上げましたとおり、この計画は総合的な管理の方針を示したものでございま

して、今後類型ごとの個別施設計画、長寿命化計画を策定することとしております。

既に橋梁長寿命化修繕計画を策定しておりまして、また所管省庁からの個別に策定の

指針等が示されている公共施設もございますので、これらにのっとって策定してまい

りたいと考えております。 

      次に、インフラ資産の更新費用に関するご質問でございます。本町では、工業団地

や住宅団地の開発や、大規模施設の建設が集中した時期がございまして、将来これら

のインフラや施設の更新費用が大きな財政負担となってくることが想定されておりま

すが、適切な修繕と改修によりインフラ等の長寿命化を図ることにより、ライフサイ

クルコストを低減して財政負担の平準化につなげていくものでございます。また、改
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めて居住区を集約するような計画は現在はございません。 

      最後に、公共施設の延べ床面積の削減目標に関しての質問でございますが、この数

値は30年後の将来人口が減少するであろうと推計される中で策定指針に沿って施設総

量の縮減を目標数字として掲げたものでありまして、将来の財政負担を考慮して必要

な施設を更新していくに当たっての目標と考えております。また、新規の施設につき

ましては、施設の必要性を考慮して判断してまいりたいと、このように考えておりま

す。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      公共施設やインフラは今後更新の時期を迎えて、財政負担が膨らんでくるものを考

えられます。総合管理計画案ですが、公共施設においては更新、大規模改修に要する

費用を年間10憶3,000万円と見積もって、直近の５年間の平均充当可能財源4.6億円を

差し引いても5.7億円の不足が生じていると記載されております。インフラにおいて

は12.9億円の不足額が記載されております。更新、統廃合、長寿命化などを計画的に

行い、財政負担を軽減、平準化していく、そのための公共施設総合管理計画と思われ

ますが、やはり個々の計画を積み重ねていってのものと思われますので、そこいらの

ものは少し、もちろん出ているとは思うんですが、そういったようなものは把握とい

うか、個々のものに関してのものはお持ちなんでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      この計画につきましては、今、議員のお話のとおり耐用年数とかそういったものを

機械的にといいますか、それで割り算していったときに今後こういった金額が必要に

なってきますよと、毎年10憶とかですね、そうした場合に町の予定といいますか、そ

れと差が出てくるというギャップでございます。したがってこのギャップが、全てを

そのままやっていけばそういうことになりますので、長寿命化できるものは丁寧に使
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って延ばすとか、そういった形の中でそのギャップを埋めていくといいますか、そう

いった考え方でございます。あと、一つ一つの耐用年数とかそういったものにつきま

しては、当然建設時期とかわかっておるわけでございますので、そういったものは町

としては把握しているところでございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      議員になりまして１年間過ぎました。こういう議会を初め、いろいろな会議とか委

員会、そういったものに出ますと、必ずやはりここの道路は直してほしいとか、橋を

建てかえてほしいとか、この施設の屋根を塗り直してほしいとかそういうような意見

が大分出てきているのが耳につきまして、なるほどやはりそういったような改修とか

そういったものは順序だててやらなければならないんじゃないかなと感じて、そして

また前回の議会のときでしたか、道路のそういう計画みたいなのがあればそういうの

を示されたほうがよろしいんじゃないかということで、町長はそういうようなことで

突発的なものがあったりなんかする場合もあるので、それはなかなかそういうことも

できないんだというようなお話がありました。それを公表はできなくても、やはり町

としては、大体のここの施設の改修が終われば次はこことか、そういったような計画

のとおりに事を運んでいるんでしょうか。それとも全然なく、行き当たりばったりと

いうことはないでしょうからそういうような道筋みたいなのはあるんでしょうけれど

も、そういったものに関して思惑どおりに動いているのかどうかというようなことを

お伺いしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      まちづくりをするに当たって、いろいろな施設をつくるわけでございますけれども、

将来的な予算等も当然考えてはおると思っておりますが、必要性のあるところにはあ

るときに集中をしてやるとかそういったつくり方もあると思っています。したがって、

そういったものの耐用年数とかというのが重なってくるケースもあるわけですね。そ
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ういった中で、町としては当然少しでも安全にといいますか、管理をしながら長期に

使っていくという考え方を持っておりますので、その中での計画をもって修繕とかそ

ういったものには取り組んできております。ただ、予算の関係とかそういったことも

ありますので、そのとおり予定どおりいっている状況ではありません。さらには、災

害とかそういったことがあった場合には、どうしてもそちらを優先するとか、そうい

ったことが出てきますので、町としての考え方があって、それを基本に進めてはいま

すけれども、そのとおり進んでいるわけではない。例えば、体育館の施設とかああい

ったものにつきましても、建物があり、グラウンドがあり、全てがあるわけでござい

ますが、できた時期が大体一緒、耐用年数はそれぞれ多少違うところがありますけれ

ども、全てが耐用年数が来たから全てそのとおりいっているかというとそういうとこ

ろではないところがあるのが現実だと思っております。ただ、そういったものはでき

るだけ優先順位をつけた中で、その中でも優先をしなきゃないものを優先させる、そ

ういった形で長寿命化といいますか、耐用年数の長寿命化を図って、使用するに当た

っての不便がないように努力はしておるところでございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      ということは、やはりある程度のというか、ここの施設が改修が終わったから次は

こっちのほうだとか、そういうような計画的なものはお持ちじゃないということなん

ですか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その関連施設、例えば先ほども言いましたけれども学校関係だったら学校関係が一

つあるわけですね、いろいろな施設が。そういった中でどの学校どの学校っていうの

がありますけれども、この学校が一つ終わったらこっちということではなくて、この

学校のこの部分が終わったらこの学校のこの部分というような進め方もあるというこ

とです。ですから、計画がないわけではなくて、計画がありますけれども、そこの中
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でまた調整をしながらやっているということでございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      もちろん一つの施設においてもいろいろな部署があるわけですから、全て一括にや

るべきでもなく、そういう形で財政面を考えて予算ということで組まれてやっていっ

ているのでしょう。それに突発的な災害なんかが起きればそちらのほうに回さざるを

得ないようなこともあると思います。今回、計画書の中に大和町公共施設点検マニュ

アルというようなものをつくられて、管理者が定期的にその施設を点検し、そして余

り大きくなる前に手直しをするとかそういうような形で持っていきたいというような

旨のことが書かれてあったように思いますが、そういったことで調整しながら実際の

出てきたそういうマニュアルで出された結果をもとにして、そういうようなことで今

後は計画を立てて改修とか改善とかそういったことをやっていかれるというふうに解

釈してよろしいんでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今回の計画につきましては、先ほども言いましたけれども今回の大きな指針を示し

ているわけでございますが、それぞれの長寿命化計画とかそういったものをつくって

まいるわけでございます。ですから、長寿命化計画の中で点検というのは基本的には

毎回やっていることはやっているんですけれども、それを連携をさせるという意味だ

と思いますけれども、マニュアル化ということは、今回、それぞれでやっておりまし

たのでそれを一つある程度統一した形のマニュアルといいますか、みんなの統一した

見解の中でやるという考え方、それからその長寿命化計画と先ほど言いましたけれど

も、施設を長寿命化させるに当たって、例えば橋、今やっております、この橋は耐用

年数がこうでというのはもちろんあるわけですが、実際にその現場を見て、そしてそ

の中でも進んでいるのとか、これは劣化が激しいのとか、そういったもので順番とか

つけてということをやって、これから、それぞれの施設の管理をしていくということ
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でございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      管理計画の中に保有施設の現況として、老朽化の状況とか利用状況の記載も求めら

れているように、ちょっと調べてみたら書いてあったんですが、コストもかかる割に

は利用者数が少ない施設ですとか、そういったようなものに対して何か対策はお持ち

なんでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      コストがかかって利用者が少ないというものについては、将来的にはですね、まだ

そこまでやっておりませんけれども、さっき申しましたけれどもスクラップアンドビ

ルドではないですけれども、必要なものに集約するとかですね、そういったことは考

えていかなければならなんではないかと思います。ただ、利用の形態って人数だけで

はなくてその地域性とかそういったこともありますので、いろいろな要素を加味しな

がらその辺は考えていかなければいけないことだと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      もちろん公共施設でございますから、そんな収益を上げる必要はなく、必要なもの

はやはりコストがかかろうが維持していかなければならないというような考えはもち

ろんだと思います。でも、公共施設の中で結構なウエイトを占めているのが教育系の

施設かなと思います。教育ふれあいセンターとか、一部児童館で使われているような

部分があるんですが、そのほかの建物のほとんどが未使用な状態といいましょうか、

お話を聞いてみますと研修室とかというような呼び名で貸し出しなんかもされている
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というようなことなんですが、どうしても集会場とかの利用のほうに回ってしまいま

して、利活用がされていない部分があるというふうなことを聞いております。ですか

ら、ふれあいセンターなどの大きなとことなんかは、一部分しか使われていないよう

なんですが、そういったものの活用方法とか、そういったものに関してはいかがお考

えになっているのかお教えいただきたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ふれあいセンターはもともと小学校でしたので、各地区にございます。中学校です

ね。それで、それぞれの地域で、再編した段階で、利用の方法等々地域の方々からも

いろいろ意見を頂戴しております。そういった中で地域でそういう利用をしたいとい

うご意見も多かったと判断をしてああいった形に今はしております。また、児童館の

使い方もあったものですから。今後、そういったものについては地域の方々のご意見

もいろいろ聞いていかなければいけないと思っておりますが、ほかに使い道があって、

こういう方法がいい方法がある、地域の方々もご理解いただけるということであれば、

それは、大きな目的があるので何でも使えるという状況ではないと思いますけれども、

その範囲内でやることは全然やぶさかでないと私は思っております。ただ、このこと

については、地域の方々のご意見を聞きながら進めていかなければいけないというこ

と。あともう一つ、ちょっと学校のつくりというのが、教室は非常にあるんですけれ

ども、利用するに当たって、それぞれの教室に鍵がないとか入口が１つとか、そうい

ったこともあってなかなか利用できないこともありますので、そういった課題の整理

もしなければいけないと思っておりますけれども、ほかの利用が全くできないという

ことではなく、それは町の考えだけではなくて地域の方々にそういった方々のご意見

を聞きながらさまざまな利用をすることについては、許される範囲というのはあるん

ですけれども、可能だと思っております。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 
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２  番 （今野信一君） 

      前、森の学び舎というお話をして、結局あれは防衛省の補助でなかなかそういうよ

うな縛りがあるような話で、小学校の廃校といいましょうか、それを教育ふれあいセ

ンターとして使っておりますけれども、そういった縛りみたいなのがあって、教育施

設である以上教育関係でしか使えないとか、そういうようなこともあるんですか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      基本的には文科省といいますかそういった考え方はあるんですけれども、最近少し

間口が広がりまして、福祉的なものであればいいとか、いろいろなそういったこれま

でとは違ったケースで認められることも出てきております。ただ、ちょっと全てが許

されているということではないと思いますが、前よりは間口が広がって使われている

ところもあると思います。あと、補助の終わったとか、そういったとかですね。耐用

年数が終わってしまったとか、ある一定期間が過ぎてしまったとかですね、そういう

ことの規制が解けたとか、ケース・バイ・ケースだと思いますけれども、前のように

学校だから学校関係にしなければならないというのは少し緩んで間口が広がっている

と思っています。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      この間新聞を見ておりましたら、川崎町では廃校になった４つの小学校を民間に賃

貸して、レストランやカフェ、農産物の販売、スポーツクライミング、ボルダリング

っていうんですかそういったものとか、バスケのスポーツパークに活用したりとか、

あとキャンプやアウトドアの体験ができる施設になったりとか、そういったものに貸

して、年間60万円の賃貸料が入ってくるというようなお話があったり、そのほかにも

青森のほうでは新しい工場にかえたりとか、そこでまた雇用も生まれているというよ

うな話なんかも聞いて、そういったようなものには大和町の場合はそういうふうに民

間のほうの力を借りるようなことはまだ期間的にできないのか、それともやってやれ
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ないことはないのか、そこいらをちょっとお伺いしたいんですが。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その期間的なことはちょっと、確実に調べてみないとわかりませんけれども、民間

で利用するということもそれはできるんだと思います。さっき言いましたとおり間口

が広がっているといいました。ただ、学校の施設ということでございますので、これ

まではですね。利用するに当たっては地元の方々のご意見とかそういったことも非常

に大きな要素になってくると思っております。この間といいますか前回、森の学び舎

にした際には、そういった教育施設といいますか児童館というものをそこでやりまし

ょうということとか、地域の方々がそこで校庭を使うとか体育館を使うとかそういっ

たご意見もあった中で、ふれあいセンターということに現在はしておりますので、さ

っきも言いました地域の方々のご意見もいれながら、そういった幅広い活用というこ

とは、許容範囲はあると申しましたけれどもその中でやれることではあると思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      地域の方のご意見を伺うということなんですが、地域の方はどのようなご意見をお

出しになっていますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その当時には、自分たちでといいますか、集会施設として使いたいとか、あとはそ

ういった団体で使えないかとか、そういった話があったと思っています。詳しくちょ

っと、もう少し戻って見ないとあれですけれども、まず地域としてご利用したいとい

う意見が多かったと思っております。当時ですよ。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      最近はそういったようなお話を聞く機会というのはあったんでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      具体的にそのことについてそういったお話をしたことはございませんけれども、た

だ教室が空いているとか、もっと活用したらいいんではないかとか、そういったご意

見は聞いております。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      それでは、地域の方の要望に沿ったような使い方というものをしていただきたいと

いうふうに考えます。それとまた、さっき出した森の学び舎ですとか分校であった場

所とか、そういったようなところもやはり費用がかかりますけれども利用者数がたし

か数十名とかなんとかっていう数字も聞いておりまして、年間利用日数も大分少なか

ったような気も、日数まではちょっと上がってないんですけれども、利用人数だけが

52名だっけかな、そういうような形で、１回でそのぐらい使ったのか、それとも１人

の人が52日間行ったのかわかりませんけれども、そういうような形で施設がそういう

状態になっているということで。でもそれを保全しなければいけないためにコストが

かかるというような。これを逆に整備して、よそからそういう人たちを集めるような、

そういう積極的な感じで、その施設を活用していこうじゃないかというような考え方

というのはお持ちじゃないでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      今、森の学び舎というお話でございましたのであれですが、森の学び舎につきまし

ては、お話のとおり防衛の施設、防衛の補助金でやっております。返還といいますか、

やるにしても費用的にかなりの金額になるということは前にお示ししたと思っており

ます。今、現在使っておられる方、山遭協とかそういった方でも使っておられますし、

あるいはそういった年間で利用されている方もおいでです。あの建物は一つの目的、

ああいう使い方をするという目的でやっておるところでございまして、もう少しやり

方を変えるといいますか、そういうことがあってということで、そういった皆さんの

ご意見、何かいい方法があればそれは、さっきも言いましたけれどもできる範囲とい

うのがございますので、可能かもしれませんけれども、どういったことがあるかとい

うことについていろいろなご意見をいただければ、逆にありがたいと思いますけれど

も。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      ご意見を聞く動きというものはどのようにとられていますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今現在は特別森の学び舎についてこう聞くということは、今は考えておりません。

先ほども申しましたとおり、今回の計画の中で、いろいろな位置づけをしているとこ

ろでございまして、これからその部署部署でそれをさらに分析といいますか、長寿命

化の計画等々を見ていくわけでございますので、これからそういった議論になってく

るんではないかと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 
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２  番 （今野信一君） 

      やはり、今ある施設をどのように使っていくか、そしてそれを有効利用して生かせ

るためにはどういうふうに動いたらいいのかというものは、積極的に捉えていって動

いていくべきじゃないかと考えます。各小学校で今大変な、小野小学校ですとか吉岡

小学校、結構大きな人数いるんですけれども、そういうような方たちが１クラスずつ

でも嘉太神分校ですとか難波分校ですとかに行って、自然に親しむような教育を行っ

てみようかとか、もしくはほかの学校同士がその場で会って交流を深めるとか、そう

いうような。あと夏休みにはサマースクールみたいなのがあるんですが、実際サマー

キャンプじゃないですけれども、そういったところに行って１日をそこで体験し勉強

してやるような、何かそういうような形が、同じ学校施設、何というか考えようによ

っては別荘を持っている小学校といいましょうか、たまに夏場そっちのほうに行って

勉強しようじゃないかというような感じの発想ということでうまく利用できないのか

なとかと考えたりもするんですが。やはり地域住民の声というものもいろいろ必要で

はあろうとは思いますけれども、それを待っているのか、それとも積極的にどうです

かと聞いたところで急に聞かれてもなかなか出てこないと。やはりいろいろな会合の

中でそういったような話を振って、いろいろな意見を吸い上げ、それでやっていくと

いうものも必要なんじゃないかなと思います。そういうような感じもあるんですが、

いかが感じられますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      お話の、嘉太神分校、森の学び舎とかそういったものとふれあい文化センターとは

ちょっとニュアンスが違うと思っておりますけれども。嘉太神分校とかそういったも

のにつきましては、教育委員会のほうでも吉田小学校の分校という考え、分校ではな

いんですけれどもね、そういった別荘というお話ですけれども、そういった場所とし

て整理もしておりますし、今おっしゃったようなことはもう計画されて、おっしゃっ

たような内容になっているかどうかは別としましてですね、そういったイメージは同

じような形で考えてもう進んでいるところでございます。ふれあい文化センターにつ

きましては、おっしゃるとおりいろいろな意見を聞いて、ほかのは聞かなくてもいい

ということではないんですけれども、例えば文化センターの場合は地域の方が今使っ
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ているわけですから、地域の方々のご意見も聞かなければいけないというお話を申し

上げたのであって、嘉太神分校とかそちらについては、今議員がお話のような考え方、

基本的な考え方は同じだと思っておりますが、そういった中で今進んでおるところで

ございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      それでは、ちょっと視点を変えまして、宮床児童館のほうの新しい設置場所といい

ましょうか整備計画みたいなもので、移転して子育て支援住宅のほうも絡みがあって

児童館が移るようなお話がありました。そういったところに今度、設置場所あたりに

宮床基幹集落センターですか、あそこの近くに移動されるような住所になっていたと

思うんですが、基幹集落センターはもう地区36年、たしか計画のほうも見ましたらそ

のぐらいたっているということで、そういう新しい施設をそこに設ける計画があるな

らば、そういった集落センターというような集会場の機能も含めたつくりにして、そ

ういう施設を減らすような形とか、そういったような、せっかく建てられるんである

ならば、複合化といいましょうか、そういった施設と施設を合体して１つの施設に集

約するような、そういうような計画というものにはならないんでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今回の宮床児童館の移転につきましては、子育て支援住宅ということもあり、宮床

児童館が老朽化しているということもあって、今その移転のことも、場所も含めて検

討をしております。まだ場所も決定したわけではございませんで、地域の方々のご意

見も頂戴をしながら進めておるところでございます。一方で、今おっしゃったとおり

基幹集落センターですか、そういったものと合わせてということでございますが、現

在のところはそのような考えは持っておりません。なかなかそういったものになりま

すと、これもあれもと一緒にやればと、そのときは非常にいいんですが、そのために

はかなりの予算とかそういったことも必要になってまいりますし、補助の関係もいろ
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いろ出てきますし、そういった考え方を持たないかということではありますけれども、

全く持ってないとは思いませんけれども、今回の場合は持っておらないということを

申し上げたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      国のホームページを見て、公共施設等のマネジメントを効果的に推進するためとい

うことで、地方公会計において固定資産台帳の整備を行い、そして固定資産台帳のデ

ータを活用して将来の施設更新、必要額の推計などを行って、当該推計結果等を公共

施設等の管理計画に盛り込んで、同計画の充実、精緻化につなげていくとか、そうい

うようなことをしていきまして、公共施設等の集約とか複合化とか転用とか除却など

に地域活性化の事業債とか除却債とも制定できるような形でお話がなっているという

ようになります。58年度には公共施設の延べ床面積を10％減らすというような計画も

していく中で、これから今後、新しいような施設をつくるときには集約をしていくな

り複合していくなりして近隣の施設を一つにまとめるとか、そういったような考え方

というのも今後大切な、そういう10％縮減しようとするであるならば、やはりそうい

うような努力なんかも必要だと思われるんですが、そういったような考えも今後持ち

になるべきなんじゃないかと考えますがいかがでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今回の計画につきましては、無駄なといったらおかしいですけれども、そういった

いろいろあるものを集約するということも一つだというふうに思います。今後の管理

に問題も出てきますし。あるいは、平成の合併があって各地区にいろいろなものがあ

ったのを合併したからそういったこともあるのかもしれません。いろいろな要素があ

るんだと思っております。そういった中で、そうやって集約してやるということ、こ

れは大切なことだと思っておりますが、一方でさっきも言いましたけれども、その地

域地域に必要な施設というのは必要な施設ということもありますので、その辺の選択
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をうまくやって、そこの中でやっていくということだと思っております。10％という

目標があって、非常に大きな目標ではございます。そのためにはやはりそういった施

設の統合とかそういったことも当然方法の一つとしては考えていくべきだというふう

に思っておりますが、だからといって全てを統合するということではなくて、地域性

なり地域の実情とか考えた中でのそういった整備が必要なんではないかと思っており

ます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      公共施設の有効性を考えた場合、建設時に有効性というものは大分大きいと思うん

ですが、やはり時間の経過とともにそれは変化していく。建設時は十分であっても、

人口減少とか地価の変動とか、土地利用の変化がありますと効果が薄れてくるという

ことがあり、やはり最初は必要とされ、地域の住民の方が望まれたことでも、今の段

階にすればやはりちょっと変わってきているということがあると思いますので。先ほ

ど来から町長も地域住民の方のご意見を伺うというようなことも大分おっしゃってお

りますので、そういった中で変化していくというようなものをうまく組み入れて、国

のほうでも新しくつくることではなく賢く使うことというふうに考え方が変わってき

ていると書いてございましたので、やはりそこいらのことを考えながら施設も変わっ

ていくべきなのかなとも思いますし、似たような施設が２つあるならば１つを減らす

とか、そういったような形で今後、今から早速動いていかなければ、その目標に近づ

けるためには今からの動きが必要なんじゃないかなと考えました。 

      子育て支援住宅整備のほうで、先ほど宮床児童館の今建っているところ当たりとか、

そういうようなことで、住宅地をそこいらに集中させるような形になるというような

ことで、やはりその子育て支援の計画だけプラスそこいらに住宅がふえていただけれ

ばインフラなんかも大分集中させて有効なのかなと考えますが、先ほど答弁の中では

そのような考えはないような、コンパクトシティというような形をこちらのほうでは

言ったんですけれども、何かそういうような住居にしてもやはり集中していただくこ

とによってインフラ整備のほうも物すごくコストが浮くんじゃないかなと考えますが、

そういったような子育て支援住宅地も核となってそこから広げていって、そこいらに

集中させるというような、そこまでの大きな計画という考え方はお持ちじゃないんで
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しょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      先ほどコンパクトシティの計画はないと申しましたが、今のお話がコンパクトシテ

ィだとすれば、ちょっと私が言ったのと違う、私のニュアンスと違うと思いました。

私は、ほかにいる人たちを１カ所に集めて、今そこにいっぱいいる人たちを集めて、

そういった計画はないのですかという質問だと思いましたから、そういったことはご

ざいませんと申し上げました。今の子育て支援住宅ということについては、そこが自

動的に宅地開発できるかというとそうでないケースもございますので、一概には言え

ません。ただ、そういったことによってそこに人が集まってくるということは、それ

は非常によろしいことだと思っておりますので。ただ、そこに団地をつくってどうの

こうのというようなそういう計画ではなくて、住宅団地をつくってということではな

くて、そこを中心として例えばほかの方々も住宅をつくるとか、そういったことは大

変結構なことだと私は思っております。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      先日、活性化特別委員会のワーキンググループの視察で、神奈川県の寒川町という

ところにお伺いしたんですけれども、そこは面積は13.42平方キロメートル、人口が

４万8,000人、面積でいうと大和町の5.95％、人口は1.67倍ということで、大変コン

パクトといったらおかしいんですけれども、人口密度が高いところで、こういうとこ

ろだとそういうインフラ整備も大分効率的な感じでいいなと。大和町というところは

自然が豊かで大変いいというようなところもあるんですが、その反面やはりインフラ

にかかるお金が大分膨大な形になるし、上下水道にしろ道路にしろそういったものに

関しましてもやはり大分費用がかかってしまい、何かそういうようなものを感じてき

たわけなんですけれども、やはり大和町としましても、今まである道路をそのまま維

持するのにも大分負担も大きくなるんじゃないかとも考えますし、そういうような都
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市計画といいましょうか、もし居住区が集中できれば、もしくは工業団地ですとか区

分けがきちんとでき、うまくそういうようなものになっていけば費用もかからずに済

むかなというふうに考え、そういうふうなことを一つ、コンパクトシティという言い

方ではないですけれども、そういうような集約ができないかなというふうに思ってお

尋ねしたわけでございまして、そういうようなところのお考えといいましょうか、方

向を示されて計画を出されていくことの必要性があるような気もするんですが、そう

いったような思いというのはお持ちじゃないでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その神奈川県のそういったお話、その面積といいますかコンパクトで、多分都市に

近くてとかいろいろな条件がいいんだと思っています。それぞれの条件の中でまちづ

くりというのはやっていくと思っておりますが、さて大和町で例えば吉岡に集約しま

しようとか、宮床に多いから集約しましょうかっていう考え方は私はございません。

これまでも大和町というのはこういった歴史の中でできてまして、それぞれの地域が

あります。全てを、レベルアップをもちろん目指すんですが、全てがコンパクトシテ

ィ、神奈川のようにはならないかもしれませんけれども、そういった人たちをこっち

に来てくださいと私は言えません。そちらの方々が持っている住まい、歴史、そうい

ったものを捨てて、ここに集約してまちづくりをしますからここに来てくれませんか

というまちづくりは、申しわけない、私は思っておりません。理想的なのかもしれま

せんけれども、それぞれの地域があって、そこのレベルをアップして、皆さんがそこ

で住んでいける、ですから子育て支援住宅も今回それぞれのところにつくって、そし

て減少の部分をなんとか歯どめをかけようという考え方を持っているものですから、

そういった意味でのコンパクトシティという計画は、私は今持っておらないところで

ございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 
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２  番 （今野信一君） 

      私の言い方がちょっとまずかったのかなと思うんですが、そこまでの、私も、集約

という話ではなく、やはり地域性を重んじた中での各地区ごとのそういったことがで

きないのかなと。もちろん土地区画の線がありまして、新しく住宅地を求めることが

できない地域とか、そういったものがありますよね。そういった形が結局新しくそこ

に土地を求めようと思ってもそこには宅地が、建てられないですとか、そういったよ

うなことがあり、そういったものが結局はそういったことに結びつくのかなというふ

うに考え、ちょっとお話をしたぐらいで、別に吉岡に集中させるとかそういったよう

な思いは特にはないわけなんですが。そういったインフラ整備につきましも、今まで

のとおり、結局、そういうふうに区画がきちんと、都市計画があり宅地にできないよ

うなところがあったり、そういったようなことであるならば、やはりだんだんそこの

ほうは受け継いでいく方がいなければだんだん空き家がふえてきてしまうというよう

な形になるのかなと。そういったようなことが結局は居住区を集中させるというよう

な形になる、そんな考えなのかなというふうに考えたんですが。そういういったよう

なことではないんでしょうかね。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      住宅を建てられない調整区域ですね、今、いろいろ心配、課題にされていいます、

調整区域につきましては、町で決めるものではなくて、大きな仙塩広域の中で決めら

れております。そこに新しく住宅をつくるということについては、非常に難しいと。

ですからこの間鶴巣地区においてはああいった形で、一定の部分だけ解除という形の

手法を、今、落合地区につきましてもそういった形で県と協議をしておるところでご

ざいます。なかなか調整区域については、思いはわかるし、私もそう思う、その辺何

とかしたいというふうにいろいろあって、これは町だけではなくて皆でやるべきでは

ないかというご意見もいただいておりまして、そういったことで、見直しとかのとき

にはそういったお話をしているんですが、なかなか調整区域の考え方を切りかえると

いうことはなかなか今のところはまだ難しい状況ですが、ほかの方法をいろいろ工夫

していきたいと考えております。それから、白地とかそういったところは建てられる

わけですから、あそこについては、そういった魅力ある住みたくなるといいますか、
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そういった環境が必要なんだと思います。そういった意味で、今回の子育て支援住宅

とかそういったものについては一つの起爆剤まではならないかもしれませんけれども、

そういった注目してもらう一つの方法ではなかったかと、今思っておるところでござ

います。調整区域についての考え方は、私もそういったもので、そういったもののあ

るがゆえの弊害ということについては、議員と同じように思っておるところでござい

ます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野信一君。 

 

２  番 （今野信一君） 

      どうもありがとうございました。やはり公共施設、これから大分、最初に申し上げ

ましたが更新ですとかそういったものに関してこれから大分財政を圧迫するような、

でも大和町はまだ人口が伸びているということで、ほかの町村から見ればうらやまし

がられるようなところがあります。今の段階からやはりそういったものに着手して、

インフラ整備ですとかそれの更新、また施設関係なんかにもやはり計画を持って、地

域の方のご意見を取り入れながら施設の有効な活用の仕方、そういったようなものを

考えながら、整備していかれるというようなことを切に望みまして、一般質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      以上で、今野信一君の一般質問を終わります。 

      暫時休憩します。 

      休憩の時間は10分間といたします。 

 

         午前１０時４８分  休 憩 

         午前１０時５８分  再 開 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      再開します。 

      休憩前に引き続き一般質問を行います。 

      ５番槻田雅之君。 
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５  番 （槻田雅之君） 

      皆様おはようございます。 

      それでは、通告に従いまして私からは町長に１件質問いたします。 

      質問は、ご当地ナンバープレートで町を知ってもらってはです。 

      町外の人に大和町をもっと知ってもらうため、大和町で発行しているナンバープレ

ートに町のキャラクターやシンボルマークを追加したり、ナンバープレートの形式な

どを検討して町外の人がナンバープレートを見ただけで大和町とわかるようにアピー

ルすべきではないかと考えますが、町長の所見をお伺いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問でございますけれども、ご当地ナンバーにつきまして

は、平成28年10月現在で全国で1,718地区町村のうち441地区町村で導入されておりま

す。県内では登米市が平成20年10月に米をイメージしたナンバープレートを導入し、

現在では10市町がご当地ナンバーと導入しております。導入している市町村の多くは、

市制施行等の記念事業あるいはマスコットキャラクターのＰＲ等を目的として導入さ

れているようです。ご当地ナンバーを使った町のＰＲにつきましては、平成19年12月、

平成23年12月の定例会におきまして一般質問がされておりまして、その際には、原動

機付自転車の登録台数の減少、作成費用、町税コストの面、ＰＲ効果等も一過性のも

のと思われるため導入は難しいとしたところでございます。現在、本町の125㏄以下

の原動機付自転車の登録の状況につきましては、957台となっておりましして、前年

度と比べ69台、５年前と比較しますと160台の減少となっています。全体としまして

は、農耕用の小型特殊自動車等を含めますと1,886台にナンバープレートを交付して

おります。原動機付自転車の新規登録台数においても減少傾向にございまして、平成

28年度は125台で、平成27年度より60台減少しております。近年の50㏄以下の原付１

種の販売台数は急速に落ち込み、10年前の47万台に対して19万台となっております。

また、アピールという点では、話題性が取り上げられますが、現在ではその効果も薄

れてきていると導入自治体から聞いております。このことからも、今後の原動機付自

転車の登録台数は減少にあることから、アサヒナサブローのゆるキャラグランプリや

各種イベントのほうによりまして町をアピールしていきたいと、このように考えてお
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ります。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      今の答弁について、何点か質問させていただきます。 

      今、ご当地ナンバープレートを導入しない理由、大きく言いますと登録台数の減少、

あとは作成費用、町税コスト面、ＰＲ効果と大きく３つほど言われたかと思いますが、

まず登録台数の減少なんですけれども、今の答弁聞きまして登録台数、１年間の登録

台数が減っているということを理解しました。でも大和町としましては、人口がふえ

ているのは現実であると。逆に、車の台数はちょっとわかりませんけれども、125㏄

以下、あとは50㏄ですか、減っている理由というの、もし町長のほうで理由がある、

わかるんであれば何か、所見でも構いませんけれども何かありましたらちょっとお聞

きしたいと思いますのでお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      原付が減っている理由ということですよね。ちょっと私も詳しく聞いたことがござ

いませんが。以前は結構高校生とかが乗っていた気がします。通学とかですね。そう

いったものについては今学校でそれぞれ、そういった規制をしている学校もあるよう

ですし、そういったことも一つあるのではないかと思います。あとは、いろいろな理

由があるんでしょうけれども、ちょっと、皆さんがもう少し大きいのに乗るようにな

ったものなのか、車、軽自動車とかそういったものが普及してきてということがある

んでしょうかね。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 
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５  番 （槻田雅之君） 

      もう一つ、費用の面がございました。費用の面につきましてはもう先ほどの答弁の

中で、平成23年の12月に費用の面でナンバープレートの制作費、金型のデザイン変更

には費用が100万円ほどかかるという話がございました。ナンバープレートに関しま

しては、形状とか例えばシールとかいろいろなやり方あるんですけれども、金型を変

更せずに、例えばナンバープレートに張るシールを作成するとか、プレートの上にラ

ミネートを加工するとかそういう形で結構費用を抑えられるのではないかと考えてい

るんですけれども、その辺の検討とか何か、プレートの形式とか、ナンバープレート

に何かしらシールを張るとか、その辺まで検討されたのかどうか、もしございました

らばお聞かせください。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ナンバープレートにシールを張るとかそういった検討はやっておりません。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      確かに金型のデザインですか、今の四角からちょこっと例えば登米でいいますよう

に米型にするとか、大和町であれば七ツ森をイメージしたように上にぽこぽこ７つの

山をつくるとかという形で金型ですか、に関しては費用がかかるんですけれども、金

のかからないやり方もあるかと思いますので、その辺も検討してはいかがではないで

しょうかと思います。 

      ご当地ナンバープレートを導入しない理由、一般的に３つほどあるそうです。１つ

目といたしましては、自治体で代表してのイメージできる素材が１つに絞り込めない。

何を言いたいかというと、大和町でいいますと農産物とか自然とかいろいろなの複数

あって、じゃあこの町としてどれにするんだという形で１つの素材に、モチーフを１

つに絞り込めない理由があると。２つ目としましては、先ほど言いました登録台数の

減少。自分の自治体から外に行かないので十分な効果が得られないという理由もある
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そうです。そして３つ目として費用の面がございます。今、費用の面と登録台数につ

きましてお聞きしましたので、１つ目の大和町としてのイメージできる素材、モチー

フ、もし１つに絞り込むとしましたらば、町長として何が一番適切であるか、もしお

考えがあるんであればお聞かせください。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      考えがあるならばということですので、具体的に考えてトップのイメージというの

は、いっぱいあるんですね、七ツ森とかですね、それからアサヒナサブローとか。き

のうもありましたけれども伊達いわなとか、そういったのがいろいろあると思います

ので。一般的にいうとやっぱり七ツ森というイメージが大和町というとあるんではな

いかと。これは全体のイメージとしてですけれども。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      私も大和町のイメージとして考えてみますとこれはやっぱり七ツ森あとは吉田川、

船形山あとはアサヒナサブロー、あとは最近の伊達いわなではないのかなと私も思っ

ています。その中で一番モチーフとして適切であるのはやっぱり七ツ森、アサヒナサ

ブロー、伊達いわなではないかとは思っております。物産品をＰＲするんであれば伊

達いわなもおもしろいんではないかと思っております。2011年の12月の定例会で、今

回も答弁にありましたが、ナンバープレートよりはアサヒナサブローのゆるキャラグ

ランプリや各種イベントの方法によって町をアピールしたいというお話がございまし

た。2011年の12月の定例会の答弁の中で、アサヒナサブローの着ぐるみの活用などに

より推進していくことがより効果的であると答弁されました。今回も同じような答弁

で、今も意思は前と同じだなと思っておりますが、このアサヒナサブロー、ゆるキャ

ラですが、2011年の12月の答弁の中で、ゆるキャラでは350体中245位、今回の広報に

も載っておりますが、今回の６月の広報ですね、昨年は1,421キャラ中289ということ

でございました。８月１日からゆるキャラの投票が開始されるということでございま
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す。アサヒナサブローのゆるキャラを全面的にナンバープレートよりは推進するとい

う話であれば、ゆるキャラを上位になるような施策、どのようなことを考えているの

か、考えていたのか、その辺あればお聞かせいただければと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      このゆるキャラにつきましては、人気投票といいますか、何年かやっていますけれ

ども、まず庁内でみんな毎日投票しましょうということでやっております。何名投票

しているかまでは確認はとれておりませんけれども。それから広報とかそういったも

のでもお願いしておるし、あとはホームページですか、という形でお願いしています。

お願いといいますかね、はい。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      町のＰＲの仕方、いろいろございまして、私はナンバープレートがいいのではない

かと思っていますが、町長はアサヒナサブローの着ぐるみ、ゆるキャラで進めたいと

いうことでございます。今、大和町にアサヒナサブローの着ぐるみ、私は１体しかな

いのではないかと思っておりますが、それを推進してアサヒナサブロー全面的に町の

ＰＲするのであれば、そのアサヒナサブローの着ぐるみ自体を１体ではなくて複数作

成する、よく２階に飾っておりますが、出張中とかよく見かけてございます。また、

町内会のイベント、小学校、あとは幼稚園、保育所とかに出向いて、逆に町民の人に

もアピールすべきではないかと思っておりますし、その複数のうち１体はもう少し、

今の制作費幾らかかったとございませんが、それより安価で普通の町内会、行政区貸

したりして、貸し出しなどできるようにして、もっと町全体として町おこし、アサヒ

ナサブローさんですか、をする必要があるのではないかと思いますが、その件につき

まして町長のお考えがあればお聞かせいただければと思います。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、アサヒナサブローは１人、１体でなくて１人です。何人もいてはいけないんで

す。それで、だから１人と。そういうことで、今、しょっちゅう出張しております。

イベントにも各種お祭りとか、あとは町外にも出ております。それから去年は十三郎

という弟分ができまして、２人でＰＲをしておるところでおります。あと、１人です

ので、中に誰入っているかとかってあんまりそういう話になるとまずいので、企業秘

密もありますので。多くの場所に出るということでＰＲするということは大切だと思

っておりますが、去年そういったことで十三郎もいますので、今２人で合わせてＰＲ

という形になります。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      アサヒナサブローさん１人であるということわかりました。熊本のくまもん、あれ

も１人なんですけれどもワープするんですよね。何だか５秒ぐらいで東北から九州に

行ったりね、もございますので、なるべく１人で何分かでいろいろなところに行ける

ような仕組み、大体ご存じだと思うんですけれども、そのような仕組みも考えるべき

ではないかと思っております。 

      最後になりますが、ご当地プレートは地域の魅力がさまざまな工夫により表現され

ております。見ているだけで楽しくなり、その取り組みは地域の個性を、魅力をアピ

ールする自治体のシティセールスの一環としてとられております。ご当地プレートが

住民に親しまれる町の紋章となればあらゆる場面でそのデザインに使用されることと

なります。ちょっときょう、大和町の封筒とか持ってきたんですけが、これには当然

七ツ森、アサヒナサブローさんが載っているんですけれども、何か広報にはこの絵柄

がないので、そういう形で、ないですよね、表紙とかに。この絵柄を全面的に大和町

としてアピールしていただければなと思っています。以上の観点から、ご当地プレー

トは町おこしのＰＲの一つではありますが、町のモチーフ、先ほど言いました七ツ森、

アサヒナサブローさん、ナンバープレートにかかわらずゆるキャラでいくならゆるキ
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ャラでいくと、そちらに集中していただきまして、いろいろな場面での町おこしのＰ

Ｒをしていっていただきたいと思います。 

      最後に町長としまして総括したご意見をお聞きしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      議員お話のとおり、町をアピールするといいますか、ＰＲすることは非常に大切だ

と思っております。そういった中で、一目でそれを見て大和町とわかるといいますか、

今お話しありましたサブロー、七ツ森等々ございますので、そういったものを十分に

使いながら、さまざまな方法で町をＰＲしてまいりたいと、こういうふうに考えてお

ります。よろしくお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      槻田雅之君。 

 

５  番 （槻田雅之君） 

      以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      以上で、槻田雅之君の一般質問を終わります。 

      次に、10番今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      それでは、議長のお許しをいただきましたので一般質問させていただきます。 

      今回は、１件、２要旨でさせていただきますが、まず、減反政策、いわゆる生産調

整の廃止に伴う本町の対応策についてお伺いをするものであります。ご案内のように、

平成30年度からこの米の直接支払い交付金が廃止され、さらには国は生産数量の配分

を廃止して農家や自営等が販売状況や経営戦略に基づいて生産量を決定する仕組みに

流れが変わってきたわけであります。過般の新聞にも載っておりましたが、宮城県で

は宮城県農業再生協議会が国の需給見通しなどの情報提供をもとに、生産量の目安を
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設定することとなったということで新聞に載っておりました。これを受け、地域再生

協、この地域再生協は大和町の場合は大和町の水田推進協議会になりますが、この再

生協が生産者別の目安を示す流れとなっているということでございます。 

      １）この政策転換が本町に与える影響と、生産調整の対応についてどのようにお考

えになっているかお伺いしたいと思います。 

      ２）この政策転換を踏まえ、本町の基幹産業としての農業振興対策を策定し、農業

者に示すべきではないか。 

      この２点についてお伺いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問でございますが、減反政策、いわゆる生産調整等の廃

止に伴う町の対応策についてでございました。 

      初めに、我が国では1964年から米の消費が減少しましたが、農業技術の向上で米の

生産は増大し、食糧管理制度下で政府の在庫米が急増しました。減反政策はその対策

といたしまして1969年、昭和44年以降に実施された施策でありまして、作付制限と転

作による米の生産調整、いわゆる減反が図られました。減反政策が維持されてきた理

由としましては、大量の米が市場に出回ることにより、価格は下落し、農家が大打撃

をこうむることが挙げられます。米の直接支払い交付金の制度は、農業者個別所得補

償制度の米の所得補償交付金として平成23年産から10アール当たり１万5,000円が農

家に交付されたのが最初でございまして、平成25年産から経営所得安定対策に制度が

改正されまして米の直接支払い交付金として交付されましたが、平成26年産からは10

アール当たり7,500円に削減した上で、平成29年産までの時限措置として実施されま

した。また、国による生産数量目標の配分も廃止となります。それにより、平成30年

産以降の対応方針といたしまして、生産者や集荷業者団体が需要に応じた生産を行う

こととなり、当面の間宮城県農業再生協議会が生産の目安等を設定しまして、これを

受けて、先ほどお話しましたけれども地域農業再生協議会、町の地域水田農業推進協

議会が生産者の皆さんに提示することになります。これによりまして事実上米の生産

調整に対する強制力がなくなりまして、生産者が自主的に米を生産できるものとなる

ため、提示された生産の目安等に対する生産者の協力低下が懸念されますことから、



１４５ 

なお一層の協力が求められるものと考えます。 

      次に、政策転換を踏まえて、本町の基幹産業としての農業振興対策を策定し、農業

者に示すべきではについてでございますが、平成30年以降も経営所得安定対策として

継続されます畑作物直接支払い交付金や、米畑作物の収入減少影響緩和交付金及び水

田活用の直接支払い交付金などの交付金を有効活用すること、これは交付単価が高い

飼料米や米粉用米の作付等でございますが、利用することを推進しまして、農家所得

を安定させるために地域農業再生協議会を通じて農家の皆様に協力の働きかけを行っ

てまいりたいと、このように考えておるところでございます。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      ご答弁いただいたわけでありますが、内容については100点満点の回答かなと思う

んでありますが、一つは、このいわゆる生産調整の問題についてですけれども、これ

が出てきた背景についてですが、町長としてどういうふうに捉えられているか、ちょ

っとお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      減反が行われた背景ということですよね。先ほど申しましたけれども、生産量が伸

びたことと需要と供給のバランスが崩れたということで、そのことによって米価が低

下するということで、また不要な在庫がふえるということですね、そういったことで

生産調整をして在庫の調整、あるいは価格の大幅な下落を抑えるということ、先ほど

申した中でありますけれども、そういった形で農家の皆さん方に協力を求めると同時

にその分の補償といいますか、そういった協力をするという考え方が基本と思ってお

ります。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      スタートはそういうことだったと思うんでありますが、現在のこの生産調整のあり

方については、規制改革推進会議、内閣府の、ここが大きな提言の根拠といいますか、

現在のですよ。昭和40年代の、46年でしたかね、の減反政策については町長がおっし

ゃったとおりかと思うんでありますが、その現在の生産調整の進め方、背景としては、

一つは規制改革推進会議が一つありますし、それからもう一つはＴＰＰの問題、ある

いはその以前のＥＰＡのいわゆる貿易問題があって、規制改革ができたわけだろとい

うふうに思います。国はそれを米価下落の下支えとして、今なさっているような政策

をとってきたわけでございますが、この規制改革推進会議の思惑というか目的ですね、

これは生産調整の廃止をもって、いわゆる米価を市場に任せれば米価は下がるであろ

うと、そうすれば、米価が下がって減反の補償金も将来的にはなくしていくと。その

ことによって、いわゆる小さな農家や兼業農家、こういう方々が稲づくりをやめるで

あろうということなんですね。やめればその農地を大規模農家あるいは法人経営農家

に移行するであろうということだと思うんですね。その裏付けとして出てきたのが農

地の中間管理機構が出てきたわけであります。今現状、実際、今規制改革推進会議で

言っているような現状にならなかったというのが一つあると思うんですね。一番ショ

ックが大きかったのは、民主党政権時代の農業者戸別所得補償のいわゆる岩盤という

部分なんですが、これが出てきて、それを廃止してこういう流れになったわけであり

ますが、これが出てきたときに米下落したわけですね、一時的に下落してきたわけで

ありますが、ただ、いわゆる生産調整によって一つは飼料米、これに数量払いを導入

したというのが一つと、それからＪＡグループとか生産者グループが生産調整に協力

をした、あるいは深ぼりをして計画以上の生産調整をしてきたということが米価の下

支えになったという分あるかと思うんであります。この部分については、先ほど言い

ましたように、規制改革推進会議自体ではそういう想定はしていなかったんですよね。

それが、今の現在の米価になっているわけでありますが、今、財務省もいろいろ言っ

ているわけでありますけれども、結局今の国の政策の中で農業を本当に、何か片隅に

押しやられるような状況になってきているということです。３月の定例会のときも申

し上げましたけれどもですね、農水省がなくなるんではないかという話まで出ている

わけでありますから、そういう今の現状の中で、いわゆる稲づくりといいますか米を
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中心とした日本の、瑞穂の国と言われたのが、2000年以上も延々と続いてきたのが、

これからどうなるんだというのが一番心配しているところでございます。それから、

もう一つ批判的にされているのは、生産調整の絡みで飼料米の生産に対する交付金が

ぐんと上がったわけですね、最大10万5,000円まで上がってきたと。これが、今度今

まで輸入してきたトウモロコシとか飼料の原料、餌の原料になるものが抑えられてく

ると、それに対する貿易摩擦がまた出てくるんではないかというふうな論評もあるわ

けであります。そういうことからしていくと、なかなか今日本の農業がどういうふう

になっていくかというと、国に任せておくと本当に心配なところがいっぱいあるわけ

ですよね。最近弱くなってきたのが、農林業の多面的機能とかのアピールが全然、何

ていうか、低下してきているとかですね、そういうふうなこともあって、あるいは一

方では温暖化の問題がいろいろクローズアップされてきているとかっていう、何か矛

盾したことがいろいろ出ているんではないかなと思っております。 

      本町の話に戻るわけでありますが、大和町の状況を、センサスの統計のデータだと

思うんでありますが、そこから読み取れるところは、確かに農地の集積が進んでいる

というのは、これは理解をしているところであります。ただ、一方で、いわゆる５反

歩以上から中間的な３町歩未満の農家の戸数というのは、依然として七、八割占めて

いる状況になっているということであります。これは現在なかなか農地の集積も一段

落したような形になって、余り進んでいないというのが現状ではないかなと思ってお

ります。ただ一方で、今の農業情勢の中でなかなかこのまま農業を続けることは難し

いと、高齢化の問題、後継者の問題、いっぱいあってですね、なってきているという

ことで、今の経営主といいますか、高齢化に伴って、なかなか継続することが難しく

なってきている。一方で預けたいんだけれども、条件が悪くてなかなかそれらを受け

入れていただける大規模経営農家をやろうとする人たちがいなくなってきている現状

があるのかと思います。そういう中で、どうやって農地を守り、あるいは地域農業を

発展させていくかというのは、町としての課題だろうと思うんでありますが、その辺

について町長のお考えがあればお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、農業といいますか米づくりといいますか、について、議員のお話のとおりの状
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況だと思っております。国の関係がそういう形で進んでおりますし、大規模化するこ

とによって効率化になるんでしょうけれども、その小さい方々のケアといいますか、

そういったものが抜けた形、私もそのように感じております。大和町、意外と町のほ

うでございますけれども、大規模化といいますか集積が進んだ分についてはある程度

進んでいるんだろうと。ただどうしてもこういうのは、条件のいいところで進みます

ので、条件が悪いと言ったら語弊があるのかもしれませんけれども、耕作のしづらい

ところについてはなかなか集約が進まないという状況、ですから、どんと進んだけれ

どもこれから進めるのはなかなか大変な部分があるんではないかというような認識し

ております。さらには高齢化とかそういったものについては、その状況であります。

これは大和町に限らず、どこの地域でも、どこでもこういう同じような課題があるん

だろうなと思っております。これに対して町としてということなんですけれども、さ

っきありました、例えば所得補償とかああいった話になってくるとちょっと町のほう

では厳しい話なんだろうなと。こういうのは町のほうではというよりもやっぱり国で

やるべきもの、それをやめてきているところなので、町でどうするんだという話にな

りますけれども、さっきも言いましたそういった制度の所得安定対策とかですね、そ

ういったものをまずしっかり町でできる分をカバーしていくということが一つ大事な

ことだというふうに思います。あとは県とかそういったところもいろいろ考えておる

ようでございますけれども、具体的にこうだというのがなかなか県でもまだ示してな

い、まだというか、見えてないところがあると思いますし、例えば農業団体、農協と

かでもそれぞれにという状況では、今、なかなかないのだろうと、再編の問題もある

ようでございますし。これ、町としてということをおっしゃることはよくわかるんで

すが、町でできる範囲といいますか、これについてはある程度、こういう言い方は、

限られたといいますか、中での政策、そして町単独というよりも国の施策とかそうい

ったものとタイアップした形の中で、よりメリットを生むというか、そういった形の

やり方、さっき言った安定対策の一生懸命取り組むということになってくるわけでご

ざいますが、そういった対応が町で今できることではないかと。新たに町独自でとい

うのについては、なかなか、いつも申しますけれども、販売とかそういったことまで

出てくる課題にもなってくるわけですので、町単独というのはなかなか難しいんでは

ないかと思っております。したがって、単独でできることといえばさっき言ったよう

な国の制度にプラスをした中での町独自の支援とか、そういったものを少しでもでき

るように努力してまいりたいと思います。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      これまでも、農業政策といいますか何回か質問させてもらってきていますが、回答

については今町長がおっしゃったような回答がほとんどでした。そういうことで、今

さっき申しましたように、国の流れに乗っているとなかなか農業振興が図れないので

はないかというのが私の思いであります。そこで、さっきも申しましたが、大和町の

今の農業人口なり農業経営者の状況なりあるいは集落営農の状況を見ますと、国が言

うようになかなか、いわゆる攻めの農業っていうのは非常に難しい状況にあるんでは

ないかなと思います。町内にも法人化したところ、集落営農から法人化したところも

あるわけでありますが、それもなんとか今交付金を活用しながら経営を維持している

んだろうと思っておりますけれども、このままでいいのかっていうのが一つあると思

うんですね。なかなか、一方では輸出がうんといいようなことを言っているんですが、

農林水産の輸出の中はほとんどが水産物の加工品が多いんですよね、そういう意味で

はそれぞれいろいろな、県もそうですし、国も力を入れようとしているわけでありま

すが、都道府県によってはみずからのそういう開拓をしているところもあるようであ

りますけれども、なかなか難しいところがあるというふうに思ってやっておりますの

で、ちょっとこれ、私からの提案といいますか、今までもいろいろ言ってきましたけ

れども、今、農業経営が何とか維持できているのは、今町長がおっしゃったように、

いわゆる転作の交付金があるからなんですよね。さっきも申し上げましたように、交

付金については財政で、財務省が非常に渋ってきているというのが出てきているのは

ご案内かと思うんであります。そうなってきたときに、本当に餌米もそうですし、競

争力がつくのかどうかということだと思うんですよね。多分、一番大きい飼料米の交

付金が減ると、今度つくる人が減ってくるということも考えられるわけなんだと思い

ます。そうなってきたときに、何をつくるかというと、やっぱりさっきも縛りがなく

なりましたので普通の米をつくるようになる可能性があると思います。今の米価水準

を見たときにですね。そうなっていくとまた米価の下落が進んでいく。そうなってい

きますと今度米をつくるのもやめる人が出てくると、あるいは大規模経営農家もなか

なかそれは維持できないのでということでやめていく人がいて、今まで借り受けた農

地も返しますというようなことが出てくると、どんなことが出てくるかって、発生し

ますかっていうと、耕作放棄地がふえていくということになるんではないかなと思う
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んでありますが、そういう負のスパイラルといいますか、そういう流れになるのでは

ないかと私は思うんでありますが、そういう今の現状を考えたときに町長としてその

辺のイメージといいますか、どういうふうに捉えられているかちょっとお伺いしたい

と思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      どういうイメージということでございますけれども、悪いほう悪いほう悪いほうと

つないでいくと、そうなっていくということだと思います。そこの中で、それをどこ

かで食いとめるといいますか、そういったことが大切、必要になってくるんだろうな

と。今、議員おっしゃったとおりの流れでいくと、そういうことで悪いほうにどんど

ん入っていくということでございますので、イメージとすれば、そっちを考えればそ

ういうイメージに当然といいますか、なっていくんだというふうに思います。それで、

国ももちろんいろいろ考えてはいるんだとは思っております。大きい農家ばかりでは

なくてですね、そういったことも考えているんだと思っておりますが。そこで、町な

り公共団体なり、農業団体なりがどこでそういったことをストップをかけるか、ある

いはそれを、方向性を少し修正するかということが大事になってくるんではないかと。

具体的にどうするんだと言われるとちょっとその辺はまた難しい話になりますけれど

も、悪いイメージじゃなくていいイメージのものももう少し出してつなげるというこ

とも必要なんではないかなと。なかなか難しいですね。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      おっしゃるとおりですね、悪いイメージといいますか、そういうふう考えていくと

悪いほうに流れていくので、どうやっていい方向にもっていくかというのも一つの方

策だと思うんであります。そこででありますが、とにかく今、全国的に見ても水田農

業経営を主体とした農家あるいは農業法人なりが、一生懸命やっているところはそれ

なりに成功といいますか、先進的に取り組まれているところは結構あるわけでありま
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す。そういうところを追っていきますと、やっぱり行政の何というんでしょうか、絡

みといいますか、行政がそういうところにどうかかわっているかというのがやっぱり

見えてきているかなと見ております。町としても、やはり農商工バランスのとれた産

業の振興をしていくというのを柱にしておりますし、それから職住近接ということで

企業誘致を図りながら住居もふやしながら人口維持、あるいは発展をさせていくとい

う基本的な考え方、方針があるわけであります。本町もこれまでの歴史を見ますと、

そういう流れで進んできているというふうに思っておりますが、一方でやっぱり農業

はなかなか見えてこない部分があるかと思います。そこで、ちょっと提案といいます

か、私見になりますが、３月の定例会でも申し上げました。農工法が改正になりまし

て、５月26日の参議院本会議で通過しまして、６月２日に公布された農工法が、農村

地域への産業の導入の促進に関する法律として公布されております。私提案したいの

は、何でこれを取り出したかというと、この前の定例会でも申しましたように、若い

世代の田園回帰が非常にふえてきていると。そういう農村地帯に住みながら、あるい

は農業経営をしたいとかですね、あるいは兼業農家でもいいから農業に携わりながら

勤めたい、これ総務省のデータです、今申し上げたのはですね、あるわけであります

ので、そういうものを活用しながら、さっきも今野議員がおっしゃったように、いわ

ゆる農村地帯の空き家の問題とかが発生しているわけでありますので、今いろいろ取

り組みが進められております地域おこし協力隊、こういう方々を募集して、いろいろ

なアイデアをいただきながら最終的には、農村地帯というと語弊があるかもしれませ

んが、農家の空き家を活用して定住していただくとかですね、そういう方法もあるん

ではないのかなと思います。そういう方々が働きながら農業経営、経営までいくかど

うかわかりませんがいずれ農業に携わりながら勤める、そういう場が、今申し上げた

農村地域への産業導入の促進に関する法律とかいうことで、これが今度農工法がどう

いうふうになるか、正しくいうとどうなるかわかりませんが、その新農工法とでもい

いますか、これを活用しながらまず人を呼び込む、そのことによって定住者をふやす、

人口減対策にもなるんではないかと思いますし、いわゆる旧村地域の人口減対策の一

助にもなるんではないのかなと考えているわけであります。いろいろ見ていますと、

世界一の農業経営規模を誇るオーストラリアでも、兼業農家を奨励しているそうであ

ります。それは、要するに大規模農家ではできない部分を兼業農家が支えているとい

う部分が結構あるようなんです。具体的な中身はちょっとわかりませんけれども、そ

ういう情報も聞いておりますので、要するに本町として兼業農家をふやしながらここ

に定住していくという方策も一つはありではないかなと思いますが、その点について



１５２ 

町長はどういうふうに思われますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      兼業農家ということでございますが、兼業農家というのは本来大和町でも目指した

ところがあるんではないか、職住近接という中には地元の方々が働きながら農業をし

てという、新しい人が来るばかりではなくてですね、そういったイメージもあったの

ではないかと思っておりますし、兼業農家というのは今専業農家の規模を大きくする

ということばかりというと変ですが、そういったものが出ている中で、大切な役割を

担うといいますか、先ほど言いました大きなところでやり切れない分とかですね。こ

の間本か何かで、今こそ兼業農家の時代とかというものが地域であって、そういうの

があって、ちょっと本読んでみたいなと思っていましたけれども。兼業農家という役

割が非常に大切になってくると私は思っております。それで、職住近接という、今、

企業も来てもらっているわけで、そういった意味では、すぐできるものではないのか

もしれませんけれども、例えば今働いている人でも、農業やりたい人がいたかもわか

りませんし、そういった方々にやってもらうということもあるでしょうし、さっきあ

りました地域おこし協力隊ですか、そういったところの方法もあると思っております。

前も空き家対策でいろいろやっていますので、そういったＰＲの仕方も一つ、そうい

ったことでもどうですかというアピールの仕方もあるのかなと今思ったところでもあ

ります。そういった方向もいろいろ勉強してまいりたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 

 

１０ 番 （今野善行君） 

      ぜひ、農業振興という大きな発展は非常に難しい産業になってきていると思うんで

ありますが、その環境問題なりそういうものを含めて考えていった場合に、農業経営

のいろいろな形態のあり方というのもやっぱり分析をして、そしてこの地域、町の維

持発展につなげるようなことを考えていく必要があるんだろうと思います。そういう

ことで、ぜひ、２問目に申し上げた、前にも申し上げました農業振興計画といいます
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か、ぜひこれに取り組んでいただきたいと。これについては、先ほど申し上げました

ように地域おこし協力隊とかそういう人材の活用もあるんだろうと思いますし、当然

農協とかあるいは農業法人とか、そういうところの意向なりあるいは兼業を目指す、

兼業で今一生懸命やっている方もたくさんいらっしゃいますので、そういう方々の意

向を把握するなどして、ぜひ町でもいろいろな場面でアンケート調査なんかをやって

おりますので、ＪＡの協力を得ながらアンケート調査をするなどして、ぜひ農業振興

計画あるいは農業振興ビジョンといいますか、本町ではこういう方向でいく考えがあ

るんだというのを農家の人たち、あるいは農業経営者の方々にアピールできれば、ま

ず農家の人たちもついてきてくれるんではないかと。あるいはやる気を起こす人も出

てくるんではないかなというふうに思っておりますので、この計画策定について、ぜ

ひお願いをしていきたいと思います。その取り組みについて、町長のお考えをお伺い

したいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      振興計画の策定ということでございますけれども、策定というとなかなか厳しい、

難しいところがあると思っています。考え方の整理はしなければいけないと思ってお

りまして、先ほどあったいろいろ、これまでとは違った視点といいますか、そういっ

たことの方向性といいますか、そういったものを入れた中での大和町の農業の考え方、

しっかりやっていかなければいけないと思っています。ことし４月から職員を派遣し

まして、宮城県の第２号になりますか、毎日行くわけではないではないですが東京に

行って農業経営あるいはそういったものをやる研修に１人派遣、常時行っているわけ

ではなくて行ったり来たりということになりますが、ということで、町でもそういっ

たことを専門的にといいますか、勉強してもらうように人材育成のほうにも努めてお

りますので、今後そういったことも含めていろいろ考えてまいりたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      今野善行君。 
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１０ 番 （今野善行君） 

      今、非常に前向きな、職員の養成も含めて、取り組みを進めるということでござい

ますので、ぜひ、やっぱり先ほども申しましたけれども、国の流れにだけ乗っている

となかなか前に進まないし、手をこまねいて待っているような状況になってしまうん

ですね。今、町長がおっしゃられた部分を１歩でも２歩でも進めていただければと思

います。 

      以上で私の一般質問を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      以上で、今野善行君の一般質問を終わります。 

      ここで暫時休憩いたします。 

      再開は午後１時とします。 

 

         午前１１時５３分  休 憩 

         午後 １時００分  再 開 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      会議が始まる前に皆様にご連絡します。町政功労者であるアライマサコ様の告別式

がありまして、浅野副町長が出席しておりますので、この時間帯欠席となります。ご

了承いただきます。 

      再開します。 

      休憩前に引き続き一般質問を行います。 

      11番藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      当初、２件予定していたんですが、ちょっとダブりがあって１件ということですの

でよろしくお願いをいたします。 

      １件目要旨、王城寺原演習対策についてでございます。王城寺原演習対策協議会で

は、３月24日に防衛大臣に対して訓練のあり方、安全対策など大きく５項目を申し入

れた。 

      １）申し入れの回答内容は。 

      ２）高崎市においては日米共同演習の際、ホームページで午後１時に午前中の訓練、
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午後３時に翌日の予定、それから午後６時にはその日の午後の訓練と１日３回訓練内

容をホームページ改訂というんですか、いう中で内容を伝えております。一層の情報

の収集と伝達が必要ではないだろうかということで質問いたします。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、王城寺原演習場の対策についてのご質問でございます。 

      初めに、５月25日から６月３日までの王城寺原演習場での沖縄駐留米軍の実弾射撃

訓練につきましては訓練が終了いたしましたが、現地連絡本部につきましては、11日

まで設置がされますことから、引き続き関係機関と連絡調整を図りながら対応してま

いりたいと思っております。 

      それでは、ご質問の１要旨目、申し入れの回答内容はについてでございます。平成

29年３月24日に、宮城県及び大和町、大衡村、色麻町の地元３町村で構成しておりま

す王城寺原演習場対策協議会といたしまして、防衛大臣に王城寺原演習場における米

軍実弾射撃訓練の実施に関し次の５つの項目につきまして要望を行い、各事項ごとに

その対応が示されたところでございます。 

      １事項目につきましては、訓練のあり方についてであります。将来的には本県にお

いて当該訓練が実施されないよう十分検討すること、でございまして、沖縄県の負担

軽減を図るもので理解願いたいということであります。 

      ２事項目につきましては、情報提供についてであります。適時的確な情報の提供及

び訓練公開、ブリーフィングの継続を、については、米軍実弾射撃移転訓練現地連絡

本部を設置し、適時的確に情報提供を行うこととしている。また、訓練公開、ブリー

フィングについても実施する方向で調整しているということでございます。 

      ３事項目につきましては、安全対策についてであります。１点目は、米兵の外出に

ついて、できる限り差し控えること。２点目は、演習場内の出火対策でありまして、

米側の外出についてはできる限り差し引かるよう申し入れている、出火対策につきま

しては、事前に着弾地の野焼き、周辺の刈り払い、さらには米訓練部隊及び陸上自衛

隊において消防隊を編成し、消火体制を整えるということでございます。 

      ４事項目につきましては、訓練内容についてでありまして、滞在期間の短縮、日曜、
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祝日の射撃訓練の未実施、最小限の夜間射撃訓練についてであります。滞在期間につ

きましては、部隊の展開、装備品の整備等を勘案し、最小限の期間であること。日曜

祝日の射撃訓練につきましては、練度、即応体制の維持を図るためには実施せざるを

得ない場合もあることを理解願いたい。また、夜間射撃訓練につきましては、必要最

小限とする要請をしたとのことであります。 

      ５番目の事項につきましては、生活環境等についてであります。１点目は、住宅防

音工事の指定区域の拡大を図ること。２点目が車両走行や火器弾薬使用による騒音、

振動等に適切な対策を講じること。３点目は、障害防止事業、民生安定事業の整備促

進を図ること。４点目は、保健医療福祉、文化・スポーツ施設等地域づくりに不可欠

な施設の整備に配慮を行うこと。５点目としましてＳＡＣＯ関係特別交付分が減額さ

れることなく継続交付されることでありまして、１点目の住宅防音区域につきまして

は、現時点では拡大する状況にはない。２点目から４点目につきましては障害の実態

等を踏まえ対応を考えていく。５点目のＳＡＣＯ関係は所要額の確保に努力するとい

うことであります。 

      次に、ご質問の２要旨目、高崎市は日米共同演習の際、ホームページで午後１時に

午前の訓練、午後３時に翌日の予定、午後６時にその日の午後の訓練と１日３回訓練

内容を伝えている。一層の情報収集と伝達が必要ではについてであります。 

      本町におきましては、庁内全課で組織します王城寺原演習場対策連絡会議を設置い

たしまして、関係機関等と相互に連携しながら情報の収集及び情報の提供を行ってき

たところであります。また、射撃訓練の実施概要及び国、県、町の対応策等につきま

しては、行政区長を通じ住民皆様へ広報チラシを配布し、周知いたしているところで

ありますし、訓練実施期間には防災行政無線による広報を行っているところでありま

す。さらに町のホームページで王城寺原演習場における訓練予定のお知らせといたし

まして、沖縄県道104号線越え実弾射撃訓練及び毎月の通常の射撃訓練の予定表を掲

載しており、これまでと同様に情報の収集と情報の提供を行ってまいりたいと、この

ように考えております。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 
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１１ 番 （藤巻博史君） 

      では、質問させていただきます。 

      まず、この文書全体が、町長おっしゃったように３カ町村と県とで出しております

要望ということで、一意に町長だけで答えられるものではないということを了解の上

で質問をさせていただきたいと思っております。 

      まず、これ昨年の12月、私同じ要旨で質問させていただいている中で、詳しい回答

というんですかね、そういったものをいただいたのは初めてかなと思っております。

ということで、そのことにつきましてまず感謝しながら、それで、それと同時に一つ

個々の項目については、今回は取り上げないという言い方はあれなんですけれども、

防衛局のほうからの回答につきましては、予想されているところかなと思っておりま

す。そういう中で、１点だけ、町長の見解を聞かせていただければと思っております。

というのは、夜間射撃の件を取り上げてみたいと思うんです。というのは、夜間射撃

は、沖縄においてはやられていなかったわけでございます。ということで、逆に言う

と王城寺原なりあるいはほかのところ、本土という言い方はいいのかな、のほうに来

て初めて海兵隊が夜間射撃を実施するというふうな形になっております。今回15回目

でございますけれども。ということは、沖縄と同等という中で、たしか当初は夜間射

撃、言い方、文言ではありますけれども、夜間射撃をしないようにというそういう文

言だったと思うんですが、今回というんですか最近は必要最小限というような要望内

容になっております。やはり、ここは当初というんですか、もともとやってなかった

やつでございますので、やんないでちょうだいという理屈は立つであろうと私は思う

わけです。そういう中で、要望するんですので、後退する必要はないと私は思うんで

すが、そのことについてご見解をお願いをいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      要望項目として、必要最小限ではなくて未実施、行ってみれば日曜・祝日と同等の

要望でよろしいんではないかというご意見だと思います。そういった表現でも、私個

人としてはおっしゃること理解できます。この辺は、ご理解されているように県、３

町村の中での調整でございますので、今後、この次、この項目入るかあれですけれど

も、そういったときにはそのご意見も参考にお話ししてみたいと思います。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      ありがとうございますというか……、これ全体については、検討というところして

いないので、ここの要請についてはそういうことで確認させていただきました。同時

に、全員協議会の中で、小学校の運動会が土曜日の日にあって、その日について、５

月の27日ですか運動会があって、演習を控えるように申し入れしたということだと、

そこの申し入れをしたということでよろしいんでしょうか。そこの確認をお願いをい

たします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      申し入れ、文書でしたわけではありませんで、そういった打ち合わせの中で、こう

いった状況があるのでその辺について配慮といいますかそういったことを申し上げた

ようです。正式な文書で申し入れて返してもらうという内容ではございません。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      だからでしょうか。文書でない、実は27日ですので26日の夕方でございますが、現

地の対策本部って電話がありますよね。そこに私、明日そういう申し入れをしている

はずですが、町会議員ですというような名乗りでですね、現地の本部に電話をしたと

ころ、電話に出られた方が、はっきりと初めて聞いたとは言いませんけれども、「え、

どこの小学校ですか」ということで、大和町内の鶴巣だけたしかやってなかったので、

鶴巣以外の小学校名を私のほうで、その電話に出られた方に伝えたということで、前

日の夕方ですので、これはもう次の日の演習に、その方は大体小学校ですから午前中

で終わるんですかねというようなそういうお話だったわけでございますが、というこ

とで、先ほどのお話ですと、文書じゃなく口頭での申し入れということですかね、そ
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ういう中で、そうすると、現地の対策本部の中でもその情報が、町長が答えるところ

じゃないのかもしれませんが、共有されていなかったということで、やはり伝え方と

すると、ついでといったらもうしわけないんですけれども、やはり正式な申し入れと

しておくべきではなかったのかなと思いますが、そこいらのご見解をお願いいたしま

す。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      この運動会につきましては、大和町ほか大衡も同日だったと思っております。大衡

の村長からもそういう申し入れというかお話をしたところでございます。現地のほう

の対策本部の担当といいますか、そのときにおいでだった方に多分問い合わせという

ことだったんだろうと思います。そこまで連絡が行ってなかったのかということです

が、訓練の内容につきましては、米軍で決定をされておるわけでございまして、何が

あって、その日に運動会があってとかそういったものについてまで、その担当の方に

連絡が行ってなかったということだと思っています。町の事業がそれぞれ上のほうに、

その期間中はですね、事業について申し入れしているわけでもございませんので、そ

の町の行程について向こうが知らなかったということだと思いますけれども。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      私も、全体というんですか、町長あるいは村長、町、村からの申し入れが、全然相

手にされなかったという判断ではないんですけれども、やはり、きちっとしたという

か、口頭がきちっとしてないとかっていうことではないですけれども、やはりそうい

ったことも含めて、何せといったらあれですけれども、要望してもなかなか通らない、

そういう関係のように思われる中で、やはりきちっとした要望というのが必要だった

のではないかなと思われます。ということで、１件目は終わらさせていただきます。 

      ２件目でございます。高崎市で、３月６日から17日まで日米共同訓練というのがな

されていたということで、そういう中で、回答のほうではどういうふうにその情報を
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区長さんたちに伝えるかっていうそういったところに重点を置かれた回答でございま

したが、逆に私は、情報の収集というんですか、そちらのほうで質問をさせていただ

きます。 

      戻りまして、高崎市なんですけれども、12日間ですか、その中でホームページ29回

ほど更新をしております。３月６日が４回、７日が３回、８日が３回、９日４回、10

日４回、11日が休みで、12日１回、13日３回、14日３回、15日３回、16日２回、17日

２回ということで、何を書いているかということでございますが、例えば10日の４回

という、ホームページっていうの、時系列を下から見なくちゃいけないのでなかなか

見づらいんですけれども、１回目が、例えば10日ですと、先ほどの通告書と若干時間、

毎日同じ時間というわけじゃないので、10日ですと１回目が午後１時に情報を流して

います。それで午後３時に２回目、それで午後７時35分に３回目、それで午後９時に

４回目の情報を流しております。それで中身も結構ダブっているので、最後の午後９

時だけ、全部読むとこれ大変ですので、何書いているかというと、訓練場所が相馬原

演習場とかそういったところでございますが、それで飛行訓練としてＭＶ22、１機、

それからＣＨ47、１機、ファストロープってよくわからない、それから何とか降下よ

くわからない、至近距離射撃、対人狙撃銃射撃、障害処理、超越交代、格闘、衛生救

護、支援機関訓練、関山演習場云々というようなことで、演習内容を列記しているわ

けでございます。私、これ書くのがというよりも内容を、要するに防衛局のほうから

こういう情報が来ているということのほうがすごいというか、例えば演習の場合です

と、こんな詳しいのが町のほうで、例えばここでいうと王城寺の場合ですね、こうい

ったのが来ているのかどうかお尋ねいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      防衛省というかその施設からの情報の提供ということでございますけれども、町の

ほうも来ておるんですが、何とかが何機、議員もわからないようなそういう内容のも

のまでではなくてですね、どういうことがあった、出かけた、どういう要件で出かけ

た、何時に出かけたというのはその都度電話、ファクスですね、来ております。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      これを全部放送でやったらばせづなくてしようがないんですけれども、やはりホー

ムページ、音のしないというんですかね、そういう中で、提供すべきでないだろうか

ということで、そちらのほう私ちょっと取り上げたかったんですが、先ほどのご回答

ではちょっと違ったので、そこの展開を、そこの扱いというんですかね、やはりそう

いったところを、私はわかりませんというか、ＭＶっていったらあれだなっていうの、

もちろん浮かぶわけでございますけれども、そういう詳しい、もしそういう情報が町

のほうに来ているんであればそういったことも含めて、防災無線に乗っけるのはせづ

ない、ぜづないは何って言ったら、日本語ではうるさい、と思うんですけれども、や

はり情報としては提供すべきじゃないかと思うんですがいかがでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      情報の提供ということについては必要だと思いますが、その、今出かけました、今

帰りましたとかってそういったところまでやる必要が、やっぱりあるんでしょうかね。

必要とする方がいるとすればそうなんでしょうけれどもね。その辺の情報の選択とい

うことはなんでしょうけれども、何でもかんでも全部出すということまでどうなのか

なというふうには思います。情報の必要さはわかりますけれども。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      文章ですので、あっても全然邪魔なら読み飛ばせばいいということだとは、私自身

は思うんですけれども、ただ、情報の提供とすればもう少し、不十分とは言わないが

やったほうがいいのでは、やっていない部分があるということでは町長も認めていた

だいている、そういうことでの合意は、やっていない部分はあるけれども受けている



１６２ 

情報はあるよということではよろしいんでしょうか。ちょっとくどいですけれども。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      そういった情報が防衛局と町ではちゃんとやり取りをして持っているということは

そのとおりでございます。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      そこまでいけば、あとはやるべきだとかいいんだよとかっていう話ですので、そこ

はまた次というんですかね、そういう形で確認をしたいと思います。 

      それと同時に、先ほどの答弁書の中にあったんですけれども、町のホームページで

王城寺原演習場における訓練予定のお知らせといたしまして、県道104号線越え実弾

射撃及び毎月の通常の射撃訓練の予定表を掲載しているんですという答弁でございま

した。その中で、今回ちょっと、若干はみ出しではございますが、実は矢臼別という

ところ、北海道にあるんですけれども、そこの矢臼別における毎月の演習の訓練、ど

ういう訓練やるよというのが、ちょっと大和町よりというか王城寺原かなり詳しいも

のが来ています。大和町ですと、大きい音がする、中ぐらいの音、あと小さい音でし

たっけかね、丸がついたのが毎月ホームページに載っております。矢臼別の場合どん

なのがということで、６月１日からですけれども、６月１日８時半から16時30分、

155ミリ榴弾砲11発、それから203ミリ榴弾砲230発、２日が155ミリ榴弾砲、これすご

いんだけれどもね、2,161発、どんなに撃つんだって、いうようなことで、毎日のや

つが、榴弾砲はそういうふうに区分けして、あとは小火器という言い方で小火器が44

発とかですね、そういうような書き方、それから航空機につきましても、６月１日か

ら15日までの間に朝５時から22時までの間、小型ヘリが５機、中型ヘリが４機という

ような、そういうことで演習内容の通知が来ているようでございます。やはり、この

数もすごいんですけれども、この何発というところまで詳しく出しているということ
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でもまた、私も実はびっくりしたところでございますが、やはり同じ自衛隊という言

い方がいいのかどうか、なるべく皆さんにそういう理解を求めるというような立場だ

と、自衛隊のほうでも思うんですけれども、そういうことであれば、ほかでも詳しい

ものを、これはどっちの判断になるのかよくわかりませんけれども、自衛隊の判断で

しょうけれども、町としても情報の収集ということであればそういう情報もあるとい

うこともまた知って、提供の仕方というんですかね、そういう仕方をやっているとこ

ろもあるということをまた、もし何かの機会というんですか、そういったところであ

ればと思うんですが、そういったところでの見解をお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今のご質問は、そういうのお話する機会があれば自衛隊と確認をというお話でしょ

うか。そういうことについてそういった例もあるということですし、矢臼別は矢臼別

のいろいろな事情といいますか、これまでの経過もあったんだと思いますので、そう

いったことでなっていると思います。そういった状況が北海道ではあるよということ、

そういったことについて、機会があったら自衛隊の方々とも話してみたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      今回は、ちょっと中途半端といったらあれですけれども、いただいた答弁の中で、

部分でしか取り上げはしませんでしたけれども、やはり町で要望というんですか、要

望以上の回答はなかなかしていただけないというのが現実だと思っております。とい

うことで、町長、一番最初の質問の中では、やはりそういうことも、県と３カ町村で

の行動ということで、全てそういうふうになるとは思わないわけでございますが、や

はり積極的に町民の安全ということではやっていただければと思うんですが、最後に

もし町長一言あれば。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      この104号線越えの演習に限らず、安心・安全ということは非常に大切なことだと

思っております。その辺につきましては、自衛隊あるいは防衛局、防衛省、そういっ

たところと連携をとりながら、情報の収集に努めたいと思いますし、そういったこと

で皆さんに安心できる情報を流してまいりたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      藤巻博史君。 

 

１１ 番 （藤巻博史君） 

      終わります。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      以上で、藤巻博史君の一般質問を終わります。 

      次に、14番髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      それでは早速お伺いをします。 

      １件目は教育の情報化についてということでお尋ねをいたします。 

      県においては、これまでみやぎＩＣＴ教育推進計画や、みやぎの教育情報化推進計

画をもとに教育の情報化を進めてまいりましたが、情報通信技術の進歩は著しく、新

しい通信技術やそれを生かした学習支援、あるいは情報化の影の部分への対応に加え、

次期学習指導要領に向けた対応など、より一層の推進が求められております。本年３

月に策定された第２期宮城県教育振興基本計画では、施策の基本方向である確かな学

力の育成においてＩＣＴ教育の推進を掲げ、児童・生徒の情報活用能力の育成や、教

科指導におけるＩＣＴ活用等の推進を図ることとしており、第２期みやぎの教育情報

化推進計画はこの振興基本計画を具現化するための取り組みとして、目指すべき姿と

その実現に向けた施策等を示す計画として策定しております。そこでは、教育情報化

推進計画の策定が肝要であるとされております。文科省が示す教育の情報化が目指す
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ものに、情報教育教科指導におけるＩＣＴ活用、校務のＩＣＴ活用が示されており、

本町における教育の情報化の実態等に関する調査結果を示した上で、課題解決に向け

た計画策定を行っていく必要があると思いますが、所見をお伺いをします。 

      さらには、学校の端末の多様化、タブレット等あるいは無線ＬＡＮ整備に目途はあ

るのかもお尋ねをいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、初めに、教育の情報化についてのご質問でございました。教育の情報化

の背景には、子供たちの確かな学力を育成するためにはわかりやすい授業を実現する

ことが必要であり、その指導の方法の一つとして教員がＩＣＴを効果的に活用した授

業を展開することが求められております。また、社会の情報化が急速に進展する中で、

子供たちが情報や情報手段を主体的に選択し、活用していくための基礎的な資質を身

につけ、情報社会に主体的に対応していく力を備えることがますます重要になってき

ております。さらに、教員の校務事務の多忙化により、子供たちと向き合う時間が不

足していることが指摘されている中で、ＩＣＴを活用した校務の効率化も求められて

おります。 

      さて、第２期みやぎの教育情報化推進計画では、教育の情報化を推進するための目

的やビジョン及びＩＣＴ教育環境の整備を進める指針となる教育情報化推進計画の策

定を推進し、計画的に教育の情報化を進めることが求められております。当町では、

学校におけます教育の情報化の実態等に関する調査を実施しておりまして、調査項目

の教材研究、指導の準備、評価などにＩＣＴを活用する能力、授業中にＩＣＴを活用

して指導する能力、児童のＩＣＴ活用を指導する能力、情報モラルなどを指導する能

力、校務にＩＣＴを活用する能力、これらでは約７割程度の教員がある程度指導でき

るとの調査結果となっております。また、推進計画策定に向けて、小中学校を対象に

大和町教育の情報化推進計画策定のためのアンケート調査を平成29年３月に実施し、

現在調査結果の取りまとめを行っているところでございます。今後は、アンケート調

査の結果をもとに、小中学校の担当教諭を対象とした情報教育担当者研究会を開催し、

推進計画の策定にかかる情報交換を通して、今年度内の策定を目指してまいりたいと

考えております。 
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      学校における端末の多様化、タブレット等や無線ＬＡＮ整備につきましては、現状

を踏まえた推進計画に基づく整備計画策定の中で、可能性について研究してまいりま

す。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      それでは、お尋ねをします。 

      全国首長協議会とでもいうんでしょうか、文書の出し先が、全首協第28.2号、平成

28年の12月吉日ということで、宛先は都道府県知事のほかに、各市町村長並びに教育

長宛てに、全国ＩＣＴ教育首長協議会加入のご案内並びに2017日本ＩＣＴ教育アワー

ドのご案内についてという表題の文書が入っているかと思うんですが、これを目にし

た記憶はありますでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      来ているかもしれません。済みません、ちょっと私、今は記憶にないところでござ

います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      このことについては、後ほど意見、議論をさせていただきたいと思います。多分こ

れは、今の宛先ですので、文書としては届いているんではないかなと思いますので、

後ほどでも結構ですからお目通しを求めたいと思います。 

      そこで、ご回答いただいた中には、教育の情報化が目指すものとして、情報教育の

大切さだとか、教科指導の必要性だとか、校務支援が必要なんだという、全くもって
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目的に沿った考え方を大和町としてもお持ちになっているということは理解させてい

ただいたんですけれども、ちょっと、聞いたお話で、これは多分教育委員会のほうで

おわかりになっているんだと思うですが、何か大和町の学校教育でのＩＣＴ活用の一

例で、電子教科書の使用をなさっていらっしゃるということで、これは県内でもトッ

プランナーと走っているというお話を伺ったことがあるんですが、このことについて、

概要で結構ですので、お聞かせをいただきたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、進めておりますけれども、具体的には教育長のほうからお答えいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教 育 長 （上野忠弘君） 

      議員ご質問のとおり、現在デジタル教科書を活用して各学校のほうで指導の充実を

図っております。内容的には、全学校に、小中学校に、主要教科それから選択する内

容もありますのでそれは各校ごとに選んでいただいて活用しております。それと同時

に問題データベースというものを入れまして、例えばテストで成果が上がらない教科

領域があった場合には、そこをクリックするとそれを補充する問題が出てきます。そ

んな形で、デジタル教科書と問題データベース、両方活用しながら指導を行っており

ます。周辺機器につきましては、全ての教員が使えるような状況ではあるんですけれ

ども、デジタル教科書を黒板に投影する場合にプロジェクターとスクリーンが必要な

んですね。それについても約５割の整備となっております。それについては、大型ビ

ジョン等がありまして、電子テレビを代がえにしながら使っている状況もありまして、

まだまだ十分とは言えませんが、そんな形で子供たちの学習指導には活用しておりま

す。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 
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１４ 番 （髙平聡雄君） 

      ありがとうございました。ぜひ、その方向性を進めていただければと思います。 

      今、教育長からご説明をいただいた中にも数字をお示しをいただいたわけでござい

ますが、それは直近のデータだと思うんですが、私が手元に持っているのは平成27年

度の学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果ということで、これは昨年

10月に確定値として示されたものでございますが、それによりますと、大和町のほう

から文科省へ報告した数字で見ますと、国が示しているのは3.6人に１台ということ

なんですけれども、大和町の実態は７人に１台という状況で、目標値の、先ほど教育

長がおっしゃったように50％という状況かなと思います。それとあわせて公表されて

いるものに、普通教室での無線ＬＡＮの整備状況ということですが、これは残念なが

らほぼゼロ、１％か２％ぐらいの数字があるんですが、これはどういうことなのかよ

くわかりませんが、教室にはほぼ整備されていないと。先ほどご披歴があった電子黒

板ですか、これにつきましても、国が示している目標値が普通教室で100％に対して、

大和町は38ぐらいかな、これは宮城県は総じて低いんですよね、どういうわけか。そ

の中でも大和町は、電子黒板についてはたしかこれＳＡＣＯ予算か何か使って整備し

たという状況があって、今の数字の中でも数字はいい方なんです。電子黒板について

は、隣の大郷町で半分を超えているというような状況で、それに次いで郡内では２番

目の整備率になっているということで、まだまだ足りないという状況がこの数字から

も見えるわけであります。これはもう改めて聞く必要もないですが、これを進めるた

めにはそれなりの財源が必要だということでありますけれども、先ほどのＳＡＣＯ予

算とかそういったものを活用しながら、今後もぜひ充実を深めていっていただきたい

ということはもちろんですけれども、もっとやっぱり教育委員会任せではなくて、首

長としても今後かかわっていく必要性があるのではないかというようなことを感じま

すが、今の段階での今の整備だとかについての所見をお尋ねをします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      教育行政にどこまでかかわるかというのは非常に難しいところがあると思います。

また、予算的には、町のほうでつけますので、その辺は積極的にというふうに思って

おります。今の状況がどうかということでございますが、その通り、いろいろなさま
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ざまな補助といいますかそういったものをやりながらということでございます。これ

はどこの自治体でも同じような内容だと思っております。いろいろ教育委員会のほう

にかかわってということでございますけれども、これまでも教育委員会とはいろいろ

そういったもの、パソコンの切りかえとかそういったときにもそういった話をしなが

ら進めておるところでございまして、そういったことはこれからこれまで以上に、か

かわるという言い方がいいのかどうかわかりませんけれども、一緒にやっていきたい

と思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      それではちょっと話題を変えて、町のほうで先ほどお答えをいただいた校務が多忙

で実際の教師が子供たちにかかわる時間が減少しているだとか、残業が多くなってい

るだとかということは課題であるという認識とともにこれを解決していきたいという、

それにＩＣＴをうまく活用できればというような認識はお持ちだというふうに言われ

ているわけですが、教育長にお尋ねをすることになると思いますが、校務と言われる

もの、校務っていったいどれだけの範囲があるのか。代表的なことで結構ですので、

お尋ねをしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その件につきましては、教育長からお答えをさせていただきます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教 育 長 （上野忠弘君） 

      校務といった場合に、非常に範囲が広くて、ＩＣＴを活用できる分野というのは知

識があればあるほど活用事例はあると思います。現在、大和町といたしましては、事
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務の共同実施ということで、これは全国的に展開されているんですが、宮城県では大

和町が割と進んでいるんですね。例えば、ある大きな学校の先生方が、集金事務を行

うというときに、やっぱり現金を扱うということは非常に厳しさがあり、集金した後

の今度は集計なり、入金もあります。それについては、例えば小野小、大規模校には、

全部の事務官が４月の事業参観日行きまして、親御さんから集金物を全て預かって、

それを電算的に処理をして、先生方の校務の軽減を図っていると。それだけでも非常

に教員は子供たちに接する時間がふえるということで、助かっているという話を聞い

ています。それから今、事務官のほうで、指導要録というのがあるんですけれども、

様式、学績と。様式２は成績なんですが、それについても入力できるような形で整備

をして、いつでも使ってくださいというふうな準備をしております。職員についての

校務軽減の場合には、例えば出張伺というものを紙ベースで書いていたやつを、全て

入力すれば出てくるというような形にしたり、会計簿のソフトを開発したり、今申し

上げた指導要録の様式１、２を電算化したり、それから出席簿と学校日誌のミスなど

もあるんですね、手書きでやるものですから、それを現在電算化といいますか、打ち

込んでしまうと、出席簿を打つとそれが学校日誌のほうにも反映できるというふうな

形なんですね。いろいろな形で校務支援という形での取り組みを、事務の共同実施の

ほうでやっておりますし、各学校でも、やはり堪能な先生がいらっしゃるんですね、

その先生方がいろいろな工夫をしながら、軽減策をとっておりますけれども、それは

あくまでも学校独自の形になります。それから、事務関係ですと、現在校務関係です

と、就学援助の計算ソフトの作成、数学奨励費請求書作成ソフト、保護者向け案内作

成ソフト、育児休業手当金の計算ソフト、非常勤職員報酬計算ソフト、扶養等諸手当

の事後確認調書作成ソフトなど、ほかにもたくさんあるんですけれども、できるとこ

ろから校務軽減に向けて先生方の負担軽減と事務の効率化を図ると。それから一番は

不適切な事務処理がないような形で、チェックができるというようなことも考えて、

学校現場では今、大和町として行っております。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      ありがとうございます。膨大な事務がそこにはあると。そのほかにも教科の準備だ

とか、昨日の議論を聞いておりましたら放課後の部活の指導とかまで含めると、学校
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の先生たちはもう相当疲弊しているんじゃないかなというふうに、私も感じておりま

す。ここで今、教育長のほうからお話のあった共同できる部分については広域での共

同も今準備を進めているというお話、あと大和町独自での支援についてのソフト開発

だとかも手がけようとしているというようなご説明をいただきましたけれども、町長

とは何度かこのＩＣＴの議論の中でお話ししたときに言葉として出してきているクラ

ウドという、要するにデータを一元化できるような、洋服に例えると既製服というか、

オーダーメードで大和町独自のものということではなくて、どの学校に行っても同じ

ソフトが入っていて、データ化が統一されているというようなものに向けての作業を

もうそろそろ進めなきゃない時期になっているというふうに、私は強く認識をしてお

ります。このためには、大和町だけ頑張ってもだめなんですね。教育事務所管内だけ

やってもこれまただめなんですね。ということはどういうことかというと、県単位で、

要するにクラウド化に向けた協議を爆発的な加速度的な対応で進めていかなければな

らないと、強く私は思います。現状、そういう統合型、要するにクラウドというのは

統合型という、そういうことに向けての具体的な協議というのは、このジャンルにつ

いては話し合いをなされているんでしょうか。要するに県単位での話し合いがなされ

ているんでしょうかということ。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      そのことにつきましても教育長からのお答えとさせていただきます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教 育 長 （上野忠弘君） 

      県との協議といいますか、会議等で話題になることはあります。今、昨年から県の

ほうで進めようとしているのが、タブレットを使った宮城スタイルという形で、教員

が１台タブレットを持って、授業で活用するというふうなことを県立高校のほうで進

めようとしていて、公立小中学校にはもし希望があればというふうな公募的な形での

募集はかけるという話が29年度みやぎのＩＣＴ推進計画の中には事業として出ており
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ます。ただ、まだまだ県と市町村との連携については薄い状態にあると認識をしてお

ります。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      ぜひ、今、教育長が申された部分、非常に大切なことだと思います。それもぜひ、

高校ですから直接は関係ないんでしょうか、推進をしていただきたいと思いますが、

先ほど議論させていただいたように、要するに学校の先生方の校務支援、これをしっ

かりした形で進める、業務の効率化によって先生方の有効な時間をつくるということ

にとっては外せない課題だと思います。県ではまだそういったところまで立ち至って

ないというふうに私は今感じましたので、これは教育長のほうからでも構わないと思

います、さまざまな機会を通じてこの統合型の校務支援について、ぜひ統一型を進め

たいんだということ、先ほどお披歴いただいたように、大和町として一部分のデジタ

ル教科書等では県のモデル的な立場でいられるということでしょうから、そういう意

味合いからしてもこのことについて強く、本来のテーマに乗せていただけるような意

見を述べていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      その件につきましても教育長からお答えいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教 育 長 （上野忠弘君） 

      お答えになるかどうかなんですが、話は出していくことは必要だろうと考えており

ます。現状をちょっとお話いたしますと、本来、次期の小学校の教科書導入の時点で

デジタル教科書を導入するという話が２年前から文科省で出していた経緯がありまし
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た。ただ、最近の動向を見ますと、やはりデジタル教科書にしますと、検定制度があ

ります。そうすると、紙ベースプラス様々なデータ、あるいは写真、それから動画で

すね、入っていくということになりますので、やはり検定にはなじまない段階だろう

ということで多少後退しておりまして、デジタル教科書は使うんだけれども、それは

教科書とまるっきり同じ紙ベースのものをタブレットに映すというだけのものにする

ようなんです。それについては、各教科書会社に指示があって、デジタル教科書では

ないんだけれども、教科書を画面上に出すようにしなさいというだけの動きに今回な

るようです。データについては、デジタル教科書ではなくて教材として別売するよう

なんですね。大和町の場合には、全て入っているものが各学校にはもう配信して共通

に使っておりますので、その形でいこうかなと考えております。そして、文科省のほ

うで、検討会議が昨年の12月結論を出しているんですが、その中でやはり無線ＬＡＮ

の整備状況が非常におくれているという状況があるようです。それによって今後のデ

ジタル教科書の活用例については、１点目が紙の教科書を主たる教材として使用し、

必要に応じて補助教材としてのみデジタル教科書を用いる。２点目が紙の教科書を主

たる教材として、学習内容に応じて教科の一部学習に当たってデジタル教科書を紙の

教科書にかえて使用する。３点目が全ての教育課程の履修に当たってデジタル教科書

を主たる教材として使用し、とあるんですが、ここまではいかないだろうと。そして

この報告の中でまとめの中では、中期的には２の形態までと、また将来的にはクラウ

ドなどのというようなことで、文科省の検討会議のほうもやはり現状の整備状況にや

や進め方の見直しを行っているという状況があるようです。国のほうの、議員おっし

ゃった調査の結果で、タブレットの導入については参考数値という、ほかのものは全

てパーセントで出ているんですが、タブレットだけは参考数値として28年３月１日現

在205万3,755台というふうな台数なんです。その台数しか出ていないんですね。その

時点の全国小中学校の児童生徒数は、1,300……3,100……7,979名なので、大体

0.019％なんですね。ですから現状考えますと、先ほど答弁書でもお話ししましたけ

れども、県に対しては強く要望なり機会があれば話をしていきますが、町として今進

めているデジタル教科書と、それから校務支援関係の充実を図ることがまずもって優

先なのかなということを考えておりまして、それに基づいて推進計画を現在作成する

ように考えております。長くなりました。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 
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１４ 番 （髙平聡雄君） 

      計画なくして推進は多分できないんだろうと私も思いますので、ぜひ、今年度しっ

かり計画をつくっていただきたいと思います。 

      今、お話の中にあってタブレット端末が0.何％というような普及だというようなご

説明でありました。これは、国の方向性としては多分確認されていると思いますが、

2020年東京オリンピックの年までには１人１台を目標に頑張ろうという気勢は上げて

おります。ここからは町長との意見の交換になると思いますが、そのタブレットの問

題もそうですし、それと先ほど７割ぐらいの教員の方はまあまあ使いこなせるような

状況だというような調査結果だというお話もあったんですが、これを推進していくた

めには、人材確保というのもこれもやっぱり外せないことになるわけですが、自分た

ちでそれを、自分たちの力だけでそろえるというのはこれも並大抵のことではないと

いうことがあるんだろうと思います。冒頭、伺いました全国首長教育ＩＣＴ協議会、

これについては、現在の会長は佐賀県の多久市の市長がなさっていらっしゃるんです

が、これは何のために首長会議を、協議会を形成しているかというと、これは教育Ｉ

ＣＴの加速化のための財源確保、制度改正等に係る国への提案・要望、それと教育Ｉ

ＣＴ加速化のための事業の実施、全国の自治体の相互の情報交換並びに実践交流とい

うようなことを大きな旗印にして、現在もっとふえていると思いますが、私が把握し

ている中では立ち上げて間もないこともあってか、まだ107自治体の首長が参加をさ

れていて、近い将来300自治体ぐらいになるだろうと言われております。県内では、

女川町が加盟をされております。年間１万円の会費だそうです。これは、文科省のほ

うも認知している団体で、ぜひその動きを加速してくれという形で支援に回っている

という団体なんですが、これ、先ほども申し上げましたけれども、文書がなければ今

の時代ですからどこからかは手に入るはずですからごらんになっていただいて、ちょ

っと中身がどういうものかというのを学んでいただきたいのとあわせて、そういう機

会を捉えて、今後方向性としてはいずれさまざまな課程は踏んでも、教科指導だけじ

ゃなくてやっぱり学校という環境自体、社会の一部ですから当たり前ですけれども、

それがＩＣＴ化が進むというのは避けて通れないというか、当然の方向性だと思いま

すので、その情報共有をできるという意味でも検討なされてはいかがということで、

改めてお伺いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      検討というのは、この協議会についての検討ということですね。こういった、多分

間違いなく来ていると思います。ただ、その段階でまだそのぐらいのレベルというこ

とは、始まったばかりということですので、周りの情報とかっていうことで多分見送

っていると思いますが、女川が入っているということですので、勉強はしてみたいと

思います。このような会って結構いろいろなところでつくられる中で、いろいろな目

的がある。今回はこういう目的だということでございますので、町村会のほうにもそ

ういった情報が多分来ている、どんどん強くなってくれば県のほうにも来ると思って

いますので、情報収集してみたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      関連することでつけ加えて、先ほどからお話のあるスキルアップ対策のために、Ｉ

ＣＴ活用教育アドバイザー派遣事業というの、これもございます。それが大和町にと

って必要であれば、ぜひ検討されてはいかがかということも申し添えます。タブレッ

トは先ほど言ったように、2020年に向けて用意しましょうというのはもう国のほうか

らは示されているんですが、大和町にとってはまだまだハードルの高い状況でありま

すが、一方のＷｉ―Ｆｉ、要するに無線ＬＡＮ、Ｗｉ―Ｆｉですね、このことについ

ては町長ともこれまで何回か議論をさせていただきました。それは、防災を兼ねた避

難所等での設置を大きなテーマとして議論した経過があるわけですが、その避難所の

多くは小学校の体育館、中学校の体育館だとかそういうところが指定されておるわけ

で、教育施設の一部というようなことですが、この答弁書の中にお示しいただいてい

るものについては、何かこれから改めて計画づくりとともに研究をこれから始めます

みたいな書き方をされているんですが、それはこれまでの町長とのやりとりを全く想

定していない中でのご答弁なんですが、改めて今のＷｉ―Ｆｉの設置についての検討

状況、町長のほうから、お尋ねをしたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 



１７６ 

町  長 （浅野 元君） 

      Ｗｉ―Ｆｉにつきましては、今この教育委員会のとは別個に、観光の問題とかさっ

き言った避難の問題とか、そういった形でいろいろ考えておるところでございます。

いろいろな補助制度とかもある中で、どういったところまでやれるのか、県でも大分

設置をしておりますし、そういった施設についての指導といいますかそういったこと

もございますので、そういったことを鑑みながら進めてまいりたいと思っております。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平議員、１件目はまだ続きますか。（「もう一つ……」の声あり）そうですか。 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      済みません。今のお答えにもう一つ深めさせていただきたいですが、町としては設

置をするという前提の準備は、要するに予算だとか全く無視してですよ、もし予算づ

けだとか補助だとかそういうものがかなうのであれば、これはやっていくべきだろう

なという認識でいらっしゃるのかどうかというのをお尋ねしたい。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      Ｗｉ―Ｆｉにつきましては、やっていくという考えですが、これって場所、何カ所

もつけなきゃならなくなってくるんですね、いろいろ。その辺については、何カ所つ

けるかとかそういったことについてはまだまだ具体になっておりません。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      今のお話で、環境が整えばやっていく方針だというお話でありました。これもとも

とあった国の補助制度で、文科省ではなくて総務省、要するに防災関係をメーンとし

た考え方の中で、毎年助成、補助があるわけですが、ことしの場合にはもう当初予算
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はもう引く手あまたで締め切りましたというような状況でありますが、情報としてお

持ちだとは思いますが、秋に二次募集するんですね。ですから、来年度まで待たなく

ても、もし町内の体制が整っていれば申請は間に合う時期であります。その状況を改

めて調べていただいて、間に合うかどうかも含めて検討していただきたいということ

をお話申し上げたいんですが、やっていただけますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      二次募集ということですが、こちらも間に合うかどうかということもありますし、

その辺についてはいろいろ情報を集めてみたいと思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      いろいろ述べてまいりましたけれども、今の最後のＷｉ―Ｆｉの整備については、

先ほど言ったように学校といえども避難所というような形での取り扱いということも

あって、反対にその拡大の中で、校舎のほうまでもそういった基地局が必要だという

ようなことも含めて、その設備の一部に加えられるという話を伺っておりますので、

ぜひ町の検討を進めていただいて、早期の設置に向けて検討いただきたいということ

を要望して、私からのこの点についての一般質問を終わります。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      ２件目に入る前に、ここで暫時休憩します。 

      休憩の時間は10分間といたします。 

 

         午後２時１７分  休 憩 

         午後２時２７分  再 開 

 

 



１７８ 

議  長 （馬場久雄君） 

      休憩前に引き続き一般質問を行います。 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      職員総数の適正化についてということでお尋ねします。 

      2005年から2006年にピークを迎えた平成の大合併は、市町村の数の減に伴う公務員

の削減が叫ばれ、退職者補充を抑制する形で職員数は減少が進み現在に至っておりま

す。それ以来、町の職員数は180から190名と、条例で定められている256名を大幅に

下回り六、七十人少ない状況が続いています。一方、当時と比べ、人口は4,000人以

上ふえ、行政事務需要は拡大していると思慮されます。また、団塊の世代の大量退職

などもあり、職員数を維持するために採用人数をふやしたり、再任用の定着化を図っ

たりなんとかしのいでいるのが現状ではないでしょうか。また、近年複雑化する社会

もあってか、早期退職や新規採用職員の定着が新たな課題となり、予定人数の確保は

困難な状況となっております。このような状況下、実職員数と条例定数の乖離がます

ますクローズアップされてきております。どう認識しているのか、周辺自治体の状況

も参考に専門職、一般職ともに行政需要に見合う人員確保を進める必要があるのでは

ないかと感じております。本年も新採用の一般職、任期つき専門職が退職したと聞い

ております。それぞれの原因をカバーする手立てを伺うとともに、抜本的対策を図る

べきと思いますがいかがでしょうか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、職員総数の適正化についてのご質問にお答えします。 

      初めに、大和町職員定数条例でございますが、人数に係る最終改正につきましては

平成５年でございまして、その後20年以上数の改正は行っておりません。この間、２

万1,000人台であった人口は7,000人以上の増加となり、ＯＡシステムの導入などによ

る事務作業の省力化や可能な業務の民間委託を進める一方で、マイナンバー制度導入

に付随する事務や子育て支援制度の拡充など、行政需要は増加傾向にあると認識して

おります。 
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      次に、定数に対する職員数の状況でございますが、職員定数条例に定める定数につ

きましては総数で256人であり、内訳といたしましては町長事務部局が183人、教育委

員会の事務局が55人などと指定しております。一方職員数は、昨年８月に公表しまし

た平成27年度の数字では、町長部局で183人に対して154人、教育委員会事務局で定数

55人に対しまして25人など、定数合計256人に対しまして189人でありました。なお、

本年４月１日現在の職員数は、再任用と任期つき職員を含めて195人であり、前年比

６人増となりましたが、増員分は任期つき保育士、保健師４名の採用、派遣職員の増、

南部コミセンへの職員配置によるものであります。地方公共団体の職員数のあるべき

指標、客観的な適正水準というものがあれば一番わかりやすいのですが、必要な職員

数を左右する行政需要を全て捉え、あるいは一律に人口から数値化することは大変困

難であるとされ、また、行政サービスの提供の方法や、施策の内容は地域の実情によ

って多様であり、画一的に定義することは適当ではないと言われております。適正な

職員数を導きだすには、類似団体との比較だけではなく、詳細な行政需要の把握など

の調査や、外部への作業委託なども場合によっては必要だと考えておりますが、現状

の職員数では不足しているとの認識は持っており、議員のご指摘の行政需要に見合う

人員確保を進めるため、今年度も職員増に向けた募集を行う計画としております。職

員定数条例についてでございますが、実数は定数をまだ60人以上下回っており、定数

の範囲内で今後の行政需要に適切に対応できる職員数を確保してまいりたいと考えて

おります。 

      次に、不足している職員数あるいは年度途中での退職への手立てでございますが、

事務職については対応可能な部分は臨時職員を採用しており、難しい場合は内部の事

務分担の見直しを行っております。また、保健師等の専門職については、資格を有す

る臨時職員を募集し対応しておりますが、年度途中での任期つき職員採用も検討して

まいりたいと考えております。 

      職員の確保と定着は大変重要な問題であり、さまざまな策を講じながら行っていく

ことが必要であると認識しており、今年度は技術職の社会人経験者採用試験を実施す

ることといたしております。将来の行政需要の動向や、職員の年齢構成など、さまざ

まな要因を勘案しながら、引き続き有能な職員の確保に努めてまいります。 

      以上です。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 



１８０ 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      大和町告示第81号という大和町で公表している人事行政の運営等の資料からの数字

でお尋ねをしたします。 

      今言ったように、全体としても定数を相当下がっているという状況が20年近くです

か、そんなにたたないのかな、ここ何年かはそういう状況が続いているということで

すが、その中でも看護師、保健職、俗に言う保健師のことでちょっと議論をさせてい

ただきたいんですが、このデータによりますと、平成27年度で８名となっております

が、これは８名が保健師職として、行政保健職として勤務されているのか、あるいは

これは有資格者という意味での数なのか、お尋ねをします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      済みません、これは８名という記載ですが９名でございまして、ちょっと資料の訂

正をお願いしたいと思います。 

      これは、保健師資格を有する者でございます。失礼しました。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      ちょっと早口になって済みませんが、実行政保健師として勤務というか業務をされ

ている方は何人いらっしゃいますか。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      保健師として、もちろん資格を持ってやっているんですけれども、保健課といいま

すか、いる人間は７名でございます。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 

 

１４ 番 （髙平聡雄君） 

      この保健師、今７名というお話でしたけれども、例えば有資格者でほかの課に行っ

ていたりとか、要するに個別の保健師としての仕事じゃなくて、管理職になっていら

っしゃるだとか、多分そういうケースもあるんだろうと思います。以前、町長と議論

させていただいた社会教育主事、記憶にあると思うんですが、当時生涯学習課には誰

もいなかったんですね。ただ、有資格者は何人も庁舎内にはいたと。あのときは、生

涯学習計画を新たにつくらなきゃないということと相まって、おざなりになっている

んじゃないかという議論をさせていただいた記憶が多分おありになるかと思いますが、

人事ですから、必ず保健師が保健師の仕事をするということに限るということでは多

分ないとは思います。しかし、先ほどお話ししたように、そこに必要な人数が割かれ

ていないということは、これは問題なわけですよね。ですからそういう観点からする

と、果たして今の状況が適正人数確保されているかというと、ただの事務職というこ

とではなくて例えば専門職、これまで何年かは保母が足りない足りないって議論はさ

れてきました、それと同じようなことなんですが、ですから世の中の変動、特に今は

子育てとかそういうところにスポットライトが当たっているから非常に動きが急なの

は承知したとしてもですね、やっぱり適正配置に配慮すべきだろうと。あのとき、社

会教育主事の場合には、急な手当で県からの派遣、社教の派遣事業を利用して、２年

間だったでしたっけか、補充というか強化のためにお手伝いをいただいたという経過

がありますけれども、今の職員数は全体的に、認識はもう共有していると思いますが、

やっぱり事務量が多くて回らないというのが現状のような気がいたします。ですから、

この職員定数も問題があると思うんですよ。平成５年から20年以上も変えてないとい

うことも一体なんなのかという疑問もあります。議員定数は都度都度変えてきたらば

その人数で議員をやっておりますし、定数の位置づけというのは一体何なんだという

議論にまで行ってしまいます。もし、そんなに今の190でいいっていうんだったらば、

極論でいえば190にすればいいだけの話、条例改正すれば、一部改正すればいいだけ

の話ですが、そういうことではないと思いますし、それの根拠もあってこういうこと

で今までは進んできたんだろうと思います。ですから、できるだけ速やかに、とりあ

えずは256ですか、この定数に見合う人材の確保に向けて、一気にはできませんから

これも、やっぱり段階的に進めるべきだと思いますがいかがでしょうか。 



１８２ 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      まず、保健師のお話がございました。今、保健課でないところにいると言いました

が、関係ある課ではございます。これ、考え方としましては、保健師は今まで保健師

だけという言い方もおかしいですが、その部署だけやってこられました。それで、ほ

かの仕事というか、そういったことも知ってもらうべく保健師をふやしてきた経緯が

ございます。それで、そのふやした分についてほかのところを経験してまた戻っても

らおうということで、仕事に幅を持ってもらうという考え方の中で、そういった異動

も考えてやっているということでございます。 

      それから、定数の条例の数については、確かに全然変わってないということで、こ

れは前はどんどん減らせということがありまして、そのときに条例は変えてないんで

すね、このときはまだ、例えば教育委員会ですと、給食センターがあったり、そうい

った定員も入っている中ですので、非常に大きな数字になっています。どの人数が正

しいのかということについては、非常に問題があって、今の人数は確かに今足りない

のは間違いなくそれは認識しておりますが、この条例にある人数がこの人数がいいの

かといったときにもまた疑問があるということです。そういった中で、減らせ、ふや

せというような時代があって、今は足りないのは事実ですので、そういった形でさっ

きも申しましたいろいろな手立てでふやしていきたいと思っております。こういった

ものについては、人についてはやっぱりいろいろなことがありますけれども、ある程

度の人数を常に確保していかないと、逆ピラミッドになったりするということで、い

つもこれも繰り返しになってしまうんですが、世の中の動きがそういうことでやめさ

せろとかふやせとかということで、この辺についてはやっぱり長期的な観点を持って

取り組んでいかなければいけないと思っておりますし、今現在足りないということは

十分認識しておりますので、その辺については、すぐにはそのとおりふやせないので

すけれども、そういった考えの中でいろいろな手立てをして、優秀な人材を集めたい

と思います。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      髙平聡雄君。 
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１４ 番 （髙平聡雄君） 

      私が知り得ている数字ですけれども、40年前の大和町の保健師の数は５名だったん

ですね。ですからそれから比べると現在の数が７名であれ８名であれ９名であれ決し

て多くはないというか、足りないんじゃないかなと。需要はふえてますよ。そういう

意味でも、やっぱり的確な補充というか手当というのは必要だということを改めて申

し上げます。また、職員の定数については、やっぱり根拠がそれが正しいかどうかも、

というようなお話でしたが、条例というのは法律ですから、町の最高規範ですから、

それに従わないという行政はいかがなものかという話ですからね。やっぱりきっちり

と裏づけを持って、その定数をとりあえずはしてください。あわせて、その時点で私

もちゃんと反省しています。その側に立って、定数管理を厳しくやったらいかがです

かというような議論をしたことも私も事実認めますので。ただ、今の状況は異常に近

いということをご指摘申し上げ、一言だけ。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      適正人数というものですね、そういったものをしっかり、確認はできないんですけ

れども、現状こういったことで足りないのが現実ですので、ますこれに対応するよう

に努力してまいりたいと思います。（「終わります」の声あり） 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      以上で、髙平聡雄君の一般質問を終わります。 

      これで一般質問を終わります。 

                                            

         日程第 ３「議案第４６号 大和町個人情報保護条例の一部を改正する条 

              例」 

         日程第 ４「議案第４７号 大和町情報公開条例の一部を改正する条例」 

         日程第 ５「議案第４８号 平成２９年度大和町一般会計補正予算」 

         日程第 ６「議案第４９号 平成２９年度国民健康保険事業勘定特別会計補 

              正予算」 
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         日程第 ７「議案第５０号 平成２９年度大和町介護保険事業勘定特別会計 

              補正予算」 

         日程第 ８「議案第５１号 平成２９年度後期高齢者医療特別会計補正予 

              算」 

         日程第 ９「議案第５２号 平成２９年度下水道事業特別会計補正予算」 

         日程第１０「議案第５３号 町道路線の認定について」 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      引き続き、日程第３、議案第46号 大和町個人情報保護条例の一部を改正する条例

から、日程第10、議案第53号 町道路線の認定までを一括議題とします。 

      朗読を省略して、提出者の説明を求めます。総務課長櫻井和彦君。 

 

総務課長 （櫻井和彦君） 

      それでは、議案書１ページをお願いいたします。 

      議案第46号 大和町個人情報保護条例の一部を改正する条例でございます。 

      大和町個人情報保護条例の一部を次のように改正するものでございます。 

      今回の一部改正は、個人情報の保護に関する法律及び行政手続きにおける特定個人

を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、影

響がある箇所の所要の改正を行うものでございます。 

      初めに、個人情報保護条例の改正に倣った規定の整備でございますが、まず、１つ

目の改正点につきましては、個人情報の定義の明確化を行い、身体的特徴が該当する

こととなるものでございます。 

      ２つ目の改正点といたしましては、要配慮個人情報、これは本人の人種、信条、社

会的身分、病歴、犯罪の経歴、犯罪により害を被った事実、その他本人に対する不当

な差別、偏見、その他の不利益が生じないように、その取り扱いに特に配慮を要する

ものとして、政令で定める記述等が含まれる個人情報を言いますが、そのうち現行上、

原則収集禁止としていると思われる個人情報について従前のとおり原則収集禁止とす

るものでございます。 

      ３つ目の改正点につきましては、個人情報保護法に倣い、個人情報の利用停止につ

いて定め、類似する是正の申し出に係る規定は削るものでございます。 

      ４つ目の改正点につきましては、条例適用除外規定の統計法に基づく情報について、

引用法律を現行の統計法に合わせて整理を行うものでございます。 
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      次に、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

改正に伴う規定の整理でございますが、改正後のいわゆる番号法でございますが第26

条では特定個人情報の提供を行う場合は番号法第21条から第25条までの規定を準用す

るとし、第19条第８号の規定による条例事務関係情報紹介者による特定個人情報の提

供の求め及び条例事務関係情報提供者による特定個人情報の提供について準用するた

め、これに倣って定義規定を整理するものでございます。 

      それでは、申しわけございません、別冊の条例議案説明資料、議案第46号から47号

関係の新旧対照表のほうでご説明をさせていただきます。なお、１ページから６ペー

ジが新旧対照表でございますが、今回の法律改正に伴いまして引用規定の条項等の改

正に伴う部分がございますが、それらにつきましては説明を省略させていただく部分

がございますので、ご了承をお願いしたいと思います。 

      まず、１ページでございます。目次は第３章について第24条の２に利用停止の請求

を規定することに伴いその文言を追加するもの。第４章については、第26条是正の申

し出を削除の条とするため、第27条を削ることと合わせて章自体を削除の章とするも

のでございます。 

      第１条は、第24条の２から第24条の４までにおいて利用停止請求に係る事項を規定

することに伴い、個々の請求権を明示する趣旨のものでございます。 

      第２条は、個人情報保護法の改正にあわせて、個人情報の定義を明確化するもので、

各号の整理を行うものであり、身体的特徴が該当することとなるものでございます。 

      ２ページをお願いいたします。 

      第４号の規定につきましては、改正後の番号法第26条で特定個人情報の提供を行う

場合は番号法第21条から25条までに規定される特定個人情報の提供、記録、秘密の保

持を準用するとし、第19条第８号の規定による条例事務関係情報紹介者による特定個

人情報の提供の求め及び条例事務関係情報提供者による特定個人情報の提供について

準用するため、これに倣って定義規定を整理するものでございます。 

      第６条は、第２条第１号の個人情報の定義において氏名、生年月日、その他の記述

等の内容を括弧書きで明確化すること及び個人識別符号はそれ自体で個人情報に該当

することとすることに伴い、氏名、生年月日その他の記述または個人別に付された番

号、記号、その他の符号とある箇所を氏名、生年月日、その他の記述等または個人識

別符号とするもの。第８号は、取り扱う個人情報に要配慮個人情報が含まれるか否か

を個人情報取り扱い事務登録後に記載する、加える旨の規定を新設するものでござい

ます。 
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      第７条第３項は、個人情報保護法にある要配慮個人情報のうち、現行条例上原則収

集禁止としていると思われる個人情報について従前のとおり原則収集禁止とするもの

でございます。 

      ３ページをお願いいたします。 

      第24条の２から第24条の５は、個人情報保護法に倣い個人情報の利用停止について

の請求権を定めるものでございます。 

      ４ページをお願い申し上げます。 

      第24条の３は、個人情報の利用停止請求書について定めるもの、第24条の４は、個

人情報の利用停止請求に対する決定及び通知について定めるもの、第24条の５は、同

じく救済手続について定めるもの、第26条及び第27条は、第24条の２から第24条の４

までにおいて利用停止請求に係る事項を整備することに伴い類似する是正の申し入れ

に係る規定は削ることとするものでございます。 

      ５ページをお願いいたします。 

      第37条でございますが、統計法及び統計報告調整法は、統計法として全部改正され、

統計報告調整法は統計法の全部改正の際に廃止されているため、改正するものでござ

います。 

      ６ページをお願いいたします。 

      第37条の２でございます。現行の第26条の是正の申し出に係る規定を削ることにお

り、第27条のみ規定することになるため、第37条の２として補則の章に移動するもの

でございます。 

      第41条は、第２条第１号の個人情報の定義規定において、氏名、生年月日、その他

の記述等の内容を括弧書きで明確化すること及び個人識別符号はそれ自体で個人情報

に該当することとすることに伴い、氏名、生年月日その他の記述または個人別に付さ

れた番号、記号、その他の符号とある箇所を、氏名、生年月日、その他の記述等また

は個人識別符号と改めるものでございます。 

      恐れ入ります、議案書４ページのほうにお戻りをいただきたいと思います。 

      附則でございます。 

      第１項といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

      第２項といたしまして、経過措置でございます。この条例の施行の際、現に改正後

の大和町個人情報保護条例第２条第６項に規定する実施期間が保有している個人情報

であって、改正後条例第２条第２号に規定する要配慮個人情報を含むものについての

改正後条例第６条第２項の規定の適用については、同項中新たに開始しようとすると
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きはあらかじめというあるものを、現に行っているときは大和町個人情報保護条例の

一部を改正する条例の施行後遅滞なくとするものでございます。 

      以上でございます。よろしくお願いいたします。 

      続きまして、議案書５ページのほうをお願い申し上げます。 

      議案第47号 大和町情報公開条例の一部を改正する条例でございます。 

      大和町情報公開条例の一部を次のように改正するものでございます。 

      今回の一部改正につきましては、個人情報の保護に関する法律、行政手続における

特定個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴い、影響がある箇所に所要の改正を行うものでございます。 

      別冊の条例議案説明資料の新旧対照表のほうの７ページをごらんいただきたいと思

います。 

      第10条でございます。改正後の行政機関の保有する情報の公開に関する法律第５条

第１項の規定に倣い、大和町個人情報保護条例に規定する個人情報の定義の明確化に

係る改正を行うことと合わせて、大和町情報公開条例に規定する個人に関する情報に

係る部分についても同様に明確化するよう改めるものでございます。 

      議案書の５ページにお戻りをいただきたいと思います。 

      附則でございます。 

      この条例は公布の日から施行するものでございます。 

      以上でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      財政課長千坂俊範君。 

 

財政課長 （千坂俊範君） 

      続きましまして、議案第48号、６ページをお願いいたします。それとあわせまして、

歳入歳出補正予算事項別明細書第１号と記載されております別冊もあわせてご用意を

お願いいたします。 

      議案第48号 平成29年度大和町一般会計補正予算（第１号）でございます。 

      第１条は歳入歳出予算の補正でございまして、歳入歳出それぞれ１億5,783万6,000

円を追加いたしまして、予算額を99億4,883万6,000円とするものでございます。 

      第２項予算補正の款項の区分につきましては、４ページ、５ページの「第１表」に

よるものでございます。 
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      第２条でございます。債務負担行為の補正でありますが、９ページの「第２表」に

よるものでございます。 

      それでは、９ページをお願いします。 

      第２表債務負担行為補正でございます。追加でございまして、コンビニエンススト

ア収納代行業務につきましては、30年４月から取り扱いをいたします町税及び保育料

の収納代行業者と本年度に契約をいたすためのもの。クレジットカードカードによる

指定代理納付業務につきましても、町税の指定代理納付者と本年度に契約いたすため

のもの。私立幼稚園就園奨励補助金システム借り上げにつきましては、同システムの

導入をリースにより行うもの。児童支援センター運営業務、吉岡児童館運営業務、吉

岡放課後児童クラブ運営業務につきましては、今年度末に契約期間が終了いたします

ことから、次期３年間の委託先を本年度に決定いたしたく、追加をお願いするもので

ございます。期間、限度額につきましては、記載のとおりでございます。 

      それでは、別冊の事項別明細書３ページをお願いしたいと思います。 

      初めに、歳入でございます。 

      15款２項４目土木費国庫補助金でありますが、社会資本整備総合交付金の内示によ

りまして、町道中坪渋井線及び吉岡宮床線を追加措置するものでございます。 

      16款２項４目農林水産業費県補助金につきましては、経営体育成支援事業費補助金

を追加措置するものでございます。 

      18款１項３目の教育費寄附金につきましては、黒川チャリティコンサート実行委員

会から収益の一部について、児童図書の購入費用としての寄附の申し込みがあったも

のでございます。 

      20款１項１目繰越金につきましては、平成28年度からの繰り越しでございまして、

調整財源といたしまして１憶2,110万2,000円の計上であります。 

      21款５項３目雑入につきましては、大和町文化振興協会運営事業費清算金でありま

すが、こちらはまほろばホールにおきます平成28年度自主事業に係る清算金でござい

ます。 

      詳細につきましては、別冊の議案第48号関係資料に基づきまして生涯学習課長より

説明させていただきます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      生涯学習課長村田良昭君。 
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生涯学習課長 （村田良昭君） 

      今、財政課長の説明について追加させていただきます。 

      今回の別冊の議案第48号関係の平成28年度大和町文化振興協会歳入歳出決算書もあ

わせてごらんいただきたいと思います。 

      １ページをお開きください。一番下をごらんいただきたいと思います。 

      収入総額が2,278万8,500円、支出総額2,205万7,482円であります。差し引き残額73

万1,018円となっております。この金額を平成28年度一般会計に戻し入れするもので

ございます。 

      また、２ページにつきましては、事業ごとの内訳を掲載させていただいております。 

      平成28年度は、映画「殿、利息でござる」の特別上映を初め、岩崎宏美with宗次郎

コンサートが宝くじ町の音楽祭で開催でき、また、米村でんじろうのサイエンスショ

ー、宮城ミュージックフェスタ等、満席となる充実した事業を開催することができま

した。 

      以上でございます。よろしくお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      財政課長千坂俊範君。 

 

財政課長 （千坂俊範君） 

      歳入につきましては以上でございます。 

      それでは、３ページの歳出からご説明を続けさせていただきます。 

      ２款１項５目財産管理費、11節需用費消耗品費につきましては、南部コミュニティ

センターの新聞購読料、修繕料につきましては、庁舎の消防設備であります誘導灯ラ

ンプバッテリーの修繕料であります。 

      12節役務費手数料でありますが、防火対象物点検資格者証の交付手数料でございま

す。15節工事請負費につきましては、庁舎の空調設備であります空冷チラーの修繕工

事でありまして、メーカーのガイドラインの保全期間２万時間を経過いたしまして、

動作不良が生じております膨張弁及び四方弁コイル等の部品を取りかえるもので、２

系統８台ございますチラーのうち６台分にかかるものでございます。 

      18節備品購入費につきましては、南部コミュニティセンターのバレーボール支柱、

卓球フェンスの運搬車等の購入費用でございます。 

      19節負担金補助及び交付金は、財政課及び南部コミュニティセンター職員が受講す
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る防火管理者資格取得講習会、防火対象点検資格者講習会の受講料でございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      総務課長櫻井和彦君。 

 

総務課長 （櫻井和彦君） 

      続きまして、７目電子計算費でございます。13節委託料でございますが、町税等交

付金のコンビニエンスストア収納等の導入に向けてのシステム整備費用337万円の補

正をお願いするものでございます。 

      よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      財政課長千坂俊範君。 

 

財政課長 （千坂俊範君） 

      13目諸費でございます。19節負担金補助及び交付金につきましては、下町地区の区

民会館トイレのバリアフリー化にかかります補助金でございます。 

      以上でございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      保健福祉課長千葉喜一君。 

 

保健福祉課長 （千葉喜一君） 

      ３款１項２目老人福祉費でございます。28節繰出金につきましては、介護保険事業

勘定特別会計への繰出金の補正をお願いするものでございます。 

      よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      子育て支援課長内海義春君。 

 

子育て支援課長 （内海義春君） 

      それでは、３款２項１目児童福祉総務費であります。 
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      ５ページをお願いいたします。 

      14節使用料及び賃借料につきましては、私立幼稚園就園奨励費補助金交付事務の軽

減を図るため、幼稚園就園奨励費補助金システムを導入するものでありまして、この

システムの借り上げに係る今年度分の経費についてお願いするものでございます。リ

ース期間につきましては、平成29年10月から平成34年９月までの60カ月を予定してお

るものでございます。システムの概要につきましては、幼稚園就園奨励費補助金の自

動計算あるいは年度途中での入園・退園にあっても在園月数に応じた補助金額の自動

計算、保護者や園児の情報管理、各種通知書等の作成をこのシステムで行うものでご

ざいます。 

      次に、４目保育所費の13節業務委託料につきましては、平成30年度より保育料の納

付についてコンビニエンスストアでも可能とするために納付書のレイアウトの変更あ

るいは納付情報の取り込み等に係るシステムの変更に要するものでございます。 

      ５目児童館費の15節工事請負費は、平成28年度12月補正予算におきまして予算を頂

戴いたしました業務委託に基づきまして実施設計を行いまして、その結果を踏まえま

して今般旧もみじケ丘出張所事務室を幼児と幼児を抱える保護者相互の交流の場とし

て幼児遊戯施設として整備を行うものでございます。主な改正の内容としましては、

旧出張所待合室と事務室の段差解消を図る床更新工事、旧出張所事務室内のカウンタ

ーの一部を撤去し、引き戸の新設を行う工事あるいはホール側からの旧もみじケ丘出

張所事務室への出入り戸が開き戸から引き戸に変更するなど、建具更新などを行うも

のでございます。 

      以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      財政課長千坂俊範君。 

 

財政課長 （千坂俊範君） 

      続きまして、５款１項２目農業総務費の工事請負費につきましては、設備の老朽化

により漏水しています町民研修センタートイレの修繕工事を行うものでございます。 

      よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      産業振興課長文屋隆義君。 
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産業振興課長 （文屋隆義君） 

      続きまして、６目水田農業対策費でございます。19節負担金補助金及び交付費であ

りますが、農業経営体が機械を導入する補助事業の変更に伴う補正であり、補助金18

万3,000円の減額をお願いするものであります。内訳としましては、水田営農条件整

備事業費補助金225万8,000円を減額し、経営体育成支援事業費補助金207万5,000円を

追加するものであります。 

      次に、６款１項２目商工振興費の19節負担金補助金及び交付金について525万円の

増額をお願いするものであります。内訳としましては、店舗取得・改修推進事業補助

金において、現在６件の申請予定があり、当初予算との差額225万円を追加するもの

と、トヨタ自動車東日本株式会社宮城大和工場へ交付する企業主導型保育事業支援補

助金300万円を追加するものであります。 

      次に、３目観光費の19節負担金補助金及び交付金について67万8,000円の増額をお

願いするものであります。 

      ６ページをお願いいたします。 

      内訳といたしましては、９月30日と10月１日の２日間岩沼市で開催されます東北・

宮城復興マラソン2017の開催会場に鍋を出店するための負担金10万8,000円と、食材

調理費の補助金22万円を追加するものと、まほろば夏まつりの花火打ち上げ場所周辺

道路の終日通行止めを行うことによります警備員増員分の補助金35万円を追加するも

のであります。 

      以上よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      都市建設課長蜂谷俊一君。 

 

都市建設課長 （蜂谷俊一君） 

      続きまして、７款土木費２項道路橋りょう費２目道路新設改良費であります。国土

交通省補助事業及び防衛省補助事業でございます。13節委託料であります。初めに、

国土交通省補助事業でございます。社会総合整備交付金事業の交通ネットワークの構

築及び河川改修事業と合わせた安全で円滑な交通確保を目的に、仮称下草橋、高田中

央橋について、内示をいただいたことによるものであります。仮称下草橋については、

県道塩釜吉岡線、大和町まいの２丁目スタンド交差点から、町道下草三ノ関線、鶴巣

下草地区を結びます幹線道路の一部となるもので、本路線を整備することにより医療
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機関などへのアクセス、通学路の確保など、住民の生活環境の向上が図れること、企

業進出等に伴う通勤車両の円滑な交通網の確保が可能となるものであります。今回、

その橋梁についての委託料であります。なお、橋梁の設計については、予備設計及び

詳細設計業務がございます。県からの指導によりまして、予備設計については単独事

業となるもので、単独を含めるものとなっております。また、県管理の一級河川鳴瀬

川水系吉田川にかかります高田中央橋についても、同じく内示をいただいたもので、

現在供用しております高田中央橋は１径間となっております。今回、宮城県におきま

して吉田川の改修事業、県とあわせて行います床上浸水対策特別緊急事業によるもの

で、９・11の豪雨時の毎秒500トンが流れる計画となるもので、高田中央橋について

は吉岡側に同じく１径間をふやすものでありその詳細設計に係るものであります。 

      続きまして、防衛省補助事業の委託料であります。路線は、幕柳大平線であります。

本路線については、現況道路内による舗装改良として計画しておりました。現在の道

路区分は、３種５級程度の幅員となっておりますが、現況交通量から道路区分の上位

企画の３種４級相当の交通量となっておりますことから、防衛局と協議した結果、現

状に合った幅員で整備することの了承をいただいたことから、現道内でおさまらない

部分が一部出てまいりますので、計画区間の現道幅確認と、用地にかかると思われる

場所についての用地測量を行うもので、その補正を行うものであります。 

      15節工事請負費であります。舗装改良及び排水路整備についての補正であります。

舗装改良については、もみじケ丘３号幹線で、排水路整備については天皇寺地区内の

排水路整備でそれぞれ事業進捗を図るものであります。 

      以上であります。よろしくお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      生涯学習課長村田良昭君。 

 

生涯学習課長 （村田良昭君） 

      続きまして、９款４項２目公民館費11節の需用費４万5,000円の消耗品でございま

すが、青年団によるチャリティコンサートの収益金から寄附金をいただき、図書の購

入に充てるもので、青少年読書コンクール課題図書を購入する予定であります。 

      以上です。よろしくお願いいたします。 
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議  長 （馬場久雄君） 

      町民生活課長長谷 勝君。 

 

町民生活課長 （長谷 勝君） 

      続きまして、議案書10ページをお願いいたします。 

      議案第49号でございます。平成29年度大和町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第１号）でございます。 

      平成29年度大和町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算は次に定めるところに

よるものでございます。 

      債務負担行為の補正でございます。 

      第１条債務負担行為の追加は「第１表 債務負担行為補正」によるものでございま

す。 

      議案書11ページをお願いいたします 

      第１表でございます。国民健康保険税のコンビニエンスストア収納及びクレジット

カードによる指定代理納付に係る債務負担行為となるものでございます。事項としま

して、コンビニエンスストア収納代理業務、クレジットカードによる指定代理業務で

ございます。期間につきましては平成29年度から平成30年度まで。限度額につきまし

ては収納、納付１件当たりの手数料に取り扱い件数を乗じて得た額となるものでござ

います。 

      以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      保健福祉課長千葉喜一君。 

 

保健福祉課長 （千葉喜一君） 

      それでは、議案書12ページをお願いいたします。 

      議案第50号、平成29年度大和町介護保険事業勘定特別会計補予算（第１号）でござ

います。 

      第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ120万6,000円を追

加し、予算の総額を19億4,210万9,000円とお願いするものでございます。 

      ２項といたしまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分等及び当該区分ごとの金額

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、次ページの「第１表 歳入歳出予算補正」に
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よるものでございます。 

      第２条につきましては、債務負担行為の補正の追加をお願いするものでございまし

て、債務負担の追加につきましては14ページの「第２表 債務負担行為補正」による

ものでございます。 

      14ページをお願いいたします。 

      債務負担行為の補正をお願いいたしますのは、一般会計そして国保特別会計でもご

説明させていただきましたコンビニ収納代行業務及びクレジットカードによります指

定代理納付業務に係ります手数料でございます。期間及び限度額につきましては、記

載のとおりの額となりますのでよろしくお願いいたします。 

      それでは、事項別明細書の10ページをお願いいたします。 

      歳入でございます。 

      ７款１項１目一般会計繰入金の２節職員給与費等繰入金につきましては、事務補助

員の賃金等に要する費用の繰入金の補正をお願いするものでございます。 

      続きまして、歳出でございます。 

      １款１項１目一般管理費の４節共済費及び７節賃金につきましては、事務補助員の

社会保険料及び賃金の補正をお願いするものでございます。 

      どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      町民生活課長長谷 勝君。 

 

町民生活課長 （長谷 勝君） 

      続きまして、議案書15ページをお願いいたします。 

      議案第51号でございます。平成29年度大和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）でございます。 

      平成29年度大和町の後期高齢者医療特別会計補正予算は、次に定めるところによる

ものでございます。 

      債務負担行為の補正でございます。 

      第１条債務負担行為の追加は「第１表 債務負担行為補正」によるものでございま

す。 

      16ページ、第１表をお願いいたします。 

      後期高齢者保険料のコンビニエンスストア収納及びクレジットカードによる指定代
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理納付に係る債務負担行為となるものでございます。事項としまして、コンビニエン

スストア収納代行教務、クレジットカードによる指定代理納付業務でございます。期

間は平成29年度から30年度まで。限度額については収納納付１件当たりの手数料に取

り扱い件数を乗じて得た額となるものでございます。 

      以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      上下水道課長熊谷 実君。 

 

上下水道課長 （熊谷 実君） 

      続きまして、議案第52号、17ページをお願いいたします。 

      平成29年度大和町水道事業会計補正予算（第１号）でございます。 

      第１条平成29年度大和町水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによるもの

でございます。 

      第２条債務負担行為の追加は「第１表 債務負担行為補正」によるものでございま

す。 

      次ページ、18ページになります。 

      第１表、債務負担行為補正追加でございます。これにつきましては、コンビニエン

スストア収納代行業務を本年中に契約するための債務負担行為でございます。事項に

つきましては、コンビニエンスストア収納代行業務でございます。期間につきまして

は平成29年度から平成30年度まででございます。限度額につきましては収納１件当た

りの手数料に取り扱い件数を乗じて得た額及び月額基本料金並びに導入に要する費用

としているところでございます。 

      以上でございます。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      都市建設課長蜂谷俊一君。 

 

都市建設課長 （蜂谷俊一君） 

      続きまして、議案書19ページをお開き願います。あわせて別冊説明資料議案第53号

関係もあわせてご用意願います。 

      議案第53号、町道路線の認定についてであります。 
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      下記路線の町道を認定することについて、道路法第８条第２項の規定により議会の

議決を求めるものであります。 

      別冊説明資料で説明させていただきます。 

      ２ページをお願いします。 

      吉岡南第二土地区画整理地内の未認定箇所の認定であります。本６路線については、

当初組合において町道吉田落合線の南側について戸建ても想定しておりまして、区割

りすることによる埋設工事等も検討しておりましたが、現在の土地利用の現状から新

たな埋設工事は必要なくなったことに伴い、今回認定をお願いするものであります。 

      図面の赤線、丸印側が起点、矢印側が終点であります。起点、終点いずれも路線左

側に接する箇所が起点、終点地番となるものであります。 

      図面左側下段になります。整理番号１、路線名吉岡南第二６－75号線、起点大和町

吉田字東五福院17番、終点同じく吉田字高田東31番２、延長983.3メートル、幅員は

6.0メートルから8.0メートルとなります。起点部上から最初に曲がるところまでが８

メートルで、その角から終点までが６メートルとなるものであります。 

      その路線の右側でございます。整理番号２、路線名吉岡南第二６－76号線、起点大

和町吉田字高田東33番、終点同じく吉田字高田東44番３、延長158.4メートル、幅員

6.0メートルとなっております。 

      その右側になります。整理番号３、路線名吉岡南第二６－77号線、起点大和町吉田

字北要害19番１、終点同じく吉田字北要害36番、延長247.0メートル、幅員6.0メート

ルとなっております。 

      続きまして、その右側、大和警察署西側部分も含む路線でございます。整理番号４、

路線名吉岡南第二６－78号線、起点大和町吉田字北谷地17番、終点同じく吉田字北谷

地26番、延長191.0メートル、幅員6.0メートルから8.0メートルで、警察署に接して

いる部分が幅員８メートルとなるものであります。 

      続きまして、左側に戻っていただいて、上段になります。整理番号５、路線名吉岡

南第二８－１号線、起点大和町吉田字高田西28番、終点同じく吉田字高田西28番、延

長52.8メートル、幅員8.0メートルとなるもの。 

      その右側になります、整理番号６、路線名吉岡南第二８－２号線、起点大和町吉田

字高田22番、終点同じく吉田字高田22番、延長52.6メートル、幅員8.0メートルとな

るものであります。 

      続きまして、資料３ページをお願いします。 

      整理番号７、路線名保福寺支線、起点大和町吉岡字西原87番13、終点同じく吉岡字
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西原87番18、延長110.0メートル、幅員4.0メートルから9.0メートル。起点から入り

まして曲がる部分ですけれどもその部分を含めて９メートルとなるものでございます。

当路線は、城内西行政区長より町長宛てに町道編入申請書が昨年提出されております。

大和町町道路線認定基準に基づき、現地等を調査するとともに、路線要件として起点

が公道にあり５戸以上を結ぶ路線であることなど８項目、認定基準として現に生活道

路として使用していること、幅員が４メートル以上であること、私有財産である場合

は原則として所有者からの寄附とされていることなど５項目と、そのうち用地にかか

わる所有者の寄附申し出や、支障物件などの有無などの５項目がございます。以上か

ら、路線要件として起点接続部は町道保福寺線で、既存住宅が10戸あり要件に該当し

ます。認定条件については、現に生活道路として使用していること、幅員も４メート

ル以上となっており、所有者からの寄附の申し出もあることなど全てが路線認定に合

致することになりますので、今回認定をお願いするものであります。 

      以上であります。よろしくお願いします。 

 

議  長 （馬場久雄君） 

      これで説明を終わります。 

      お諮りします。 

      本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありません

か。 

         「異議なし」と呼ぶ者あり 

      異議なしと認めます。よって本日はこれで延会することに決定しました。 

      本日はこれで延会します。 

      再開は、あさって９日の午後１時30分です。 

      大変ご苦労さまでした。 

         午後３時２６分  延  会 


